
資 料

CIIシ ン タ ッ ク ス ル ー ル

試 作 仕 様1.02

平 成3年9月

財団法人 日本情報処理 開発協会

産業情報化推進センター







この資料 は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益の一部であ る機械工業振興資金の補助

を受 けて、平成3年 度 に実施 した 「ビジネスプロ トコル等に関す る調査研究 」の一環

として とりま とめ た もので あ ります。



は じ 、あ に

昭和62年 か ら、EDIの 業界標準化作業を開始 した㈲ 日本電子機械工業会(EIA

J)と 働 日本情報処理 開発協 会 産業情報化推進 セ ンター(CID、 は、共同で、昭和6

3年 に新 しいEDI標 準 の開発を行 った。 この標準は、流通業界に比 べて データ項 目の多

い電子機器業界特有 の メ ッセー ジ構造 を考慮 し、米中で採用 されていた可変長 フ ォーマ ッ

トをベースにす ることにな った・ シンタックスルー!レ・標 準 メ ッセー ジおよび標準デー タ

項 目で構成 され るe .とにな ったが、結果的に、米国のANSIX.12や 当時審議中で

あ ったEDIFACT(ISOgi735)と 、.一同一構成 にな ってい る。

シ ンタックスルール は、(CII)が 提案 したデータタグ方式 シンタ、ックスル ールを、

EIAJの 改良提案に もとついて、データ項 目の区切 りをデ リミターか らレングスタグ に

変更 して設計 された。 この シンタックスルールは・当初か ら漢字デー タの使用や他業界へ

の適用 も考 慮 されていたが・当面の単一業界(電 子機器業 界)へ の適用 を前提 に・二部 の

拡張機能 は保留 され ることにな った。電子機器業界での限定使用 になる ことか ら、EIA

Jシ ンタ ックスルール と命名 され た。EIAJで は、EIAJシ ンタックスルールの使用

を前提 とした標準 メ ッセ ージと標準デー タ項 目の開発を進 めたが、 これ らは、EIAJ標

準 メ ッセー ジ、EIAJ標 準データ項 目と呼ばれ るよ うにな った。

昭 椰3年 秋 に・実用性を確認す る トライアル(試 行)が 行励 たが・好結果 を得たた

め、平成元年4月 に、EIAJシ ンタ ックスルール,EIAJ標 準 メ ッセー ジおよびEI"
.

AJ標 準デー タ項 目を まとめて、.rEIAJ取 引情報化対 応標準1A』 と して、電子機器

業界のEDI標 準 とした。 これが、EIAJ標 準である。

EIAJ標 準 は、 その後順調に電子機器業界への普及が進んだが、電子機器業界での成

果 を他業界で も注 目す るよ うにな り、EIAJ標 準を使用 したい という電 子機 器以外の業

界が増加 して きた。 しか し、EIAJ標 準 のベ ースになってい るEIAJシ ン.タックス

ルールは、当面の電子機器業界への適用を前提 に、一部の機能が保留 されて いたため、他

業界で は使用 で きない とい う問題が生 じて きた。保 留 された機能 として・ もっとも大 きな

問題 を発生 したのは、最大使用可能 データ項 目数が239種 とい うことであ る。

電子機器業界単独 での使用であれば、239種 のデータ項 目で、なん とか メ ッセー ジの

設計が可能であ るが、製造業界全体で の使用 になった場合 には、239種 で はとうてい足

りないとい うのが、大 きな問題 にな った。そ こで、当初保留 された拡張機能 を復活す るこ



とにな ったが、予想 を遙 に越え るEIAJ標 準の普及を考慮 し、すでに表面化 して きた不

具合点 も含めて、EIAJシ ンタ ックスルールを改良す ることにな り、その検討 は、平成

2年 度かiら開女合され た」.、 、.、・Ii=.,

・こiの検討1志EI ,AJ・ シ・ンタ ックスルールの原提案者であるCHに おいて行われk平

成2年 末か ら平成3年 にか けて、・EI、AJ・との調整が行われ た。E.IAJシ ンタtックス

ル三ルを改良 した新 しい標準 は、、rCLIシ ンタックスルール』 と呼ぶ ことにならたが 、

従来のE小AJ標 準 との互換性の確保(上 方互換)に っいて、 と くに留意 され た。 さらに、

国際標準 として制定 されたE・DJFAqT(ISO9-735)と の 互換性 につ いても真剣

な検討が行われたが、 メ ッセージの内部構造 も含 めた完全な互換性を確保す るの は難 しい

ためVメ ッセー ジ ・グルニプの外部構造 についての互換性を確保 したオプ シ ョンを、当面

の対策 として追加 している。 こう して、平成3年4月1日 に、rcIIシ ンタックスルー,

ル試作仕様1.00』 としr(r公開 され た。・'その後、CIIシ ンタック スルー一・ルの採用を決

めた建設業界ヵ・らの要望 などを追加 し、現在rCIIシ ン タックスルール試作仕様L'O'

2』 とな っている。

CIIシ ンタ ックスルール は、 このよ うな経過で誕生 したミわが国の国内取 引に用いる

EDIの ための標準である・最大の特 徴 は、漢字の使用 と効率の向上である.長 期に渡 ぬ

て使用可能な標準であ り、業界間や業 際の取引 に も適用可能であ る。今後 、CIIシ ン'

タ ックスルールを ＼一スに した標準 メ'ッセー ジの開発が各業界で行われ、わが国のEDI

標準化 の進 行が期待 される。・

CilI
.シ ンタ ック スル ール はt現 在 、実 使 用 テ スLトの準 備 が 進 めら れ て い る。 この テ ス

トは 、平 成4年3月 末 まで に完 了 す る予 定 で あ り、 平成4・年4月 にrCIIシ ンタ ックス 、

ル ー一:ル1.:!0』'と して.'商 用使 用 可 能 な シ ンタ ック スル ール と して全 面 公 開 され る。

さ らに、平 成4年4月 以 後 、複 数 の ベ ンダ ーか ら、CIIシ ンタ ックス ル 」 ルを サ ポ ー

トす る －rトラ ンス レT－夕一』 も一 般 販 売 され る予定 で あ る。 尚 、 通 信 ネ ッ トワー クに つ い

て は、EIAJ標 準 を サ ボtV'ト す るVANサ ー ビスが利 用 可 能 で あ.り、平 成4年4月 以 後

は・C
.IIシ ンタ ツク スルTル を フル サ ポ ー トす るED・1サ ー ビス も、 開始 され るで あ ろ・

う 。 ・… 一 ・・':



『CIIシ ンタ ックス ル ール試 作 仕 様1,02』

1991.8.28

(産業 情報 化推進 セ ンター)

CIIシ ンタックスルールは、我が国のEDIの 標準化を促進するために、新たに開発された構文規則である。このシンタック

スルールは、閲日本電子機械工業会で開発されたEIAJシ ンタックスルール(電 子機器業界のEIAJ標 準)を 、他の業界にも

適用できるように拡張 したシンタックスルールで、EIAJシ ンタックスルールに対して上方互換の機能設定になっている。また、

今後予想される国際標準UN/EDIFACTに おけるISO9735の 普及に対して、EDIネ ットワーク上での共存が図れる

機能も設定されている。

この試作仕様は、 トランスレーターを試作するための仕様であり、シンタックスルールとしては暫定版である。但 し、 トランス

レーターの試作とそれに続く試行使用において、不具合点がなければ、そのままCIIシ ンタックスルール1.10と して、実運

用に入ることが予定されている。

この試作仕様の管理は、当センターである㈲日本情報処理開発協会 産業情報化推進センターで行う。また、著作権も当センタ

ーに帰属する。当センターに断りなく本試作仕様の一部を変更 した仕様は、変更の程度にもよるが、本試作仕様と同一の仕様と判

断され、標準化の乱れにつながる類似規格の発生を防止するため、排除の対象になることに注意されたい。

さらに、本試作仕様によってベンダーで開発された トランスレーターにっいては、当センターの許可なくしてCIIシ ンタック

スルール準拠の表示を製品に行うことを禁止する。

本試作仕様に基づ くrCIIシ ンタックスルール1.10』 の完全な公開は、1992年4月1日 以降である。それまでは、予

告のない変更が行われることに、注意されたい。

この試作仕様に関する問い合わせ先を、下記に示す。

㊦105東 京都港区芝公園3-5-8機 械振興会館内

㈲日本情報処理開発協会 産業情報化推進センター

TELO3-3432-9386FAXO3-3432-9389
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1概 要

rCllシ ンタ ック スル ー ル の概 要 』





1.特 徴

CIIシ ンタックスルールは、我が国のEDIに 適合するよう使用可能文字と使用通信システムを特に考慮 した体系である。以下

に主な特徴を述べる。

① 製造業界など、項目数の多いメッセージのコーディングに適した、可変長フォーマットの採用

② 英数字、カタカナ、ひらがな、漢字など、我が国のEDIで 必要とする文字をサポー ト

③ 複雑な業務処理に対応できる多機能なメッセージ構造(繰 返明細の9重 のネスティングが可能)

④ 最小のメッセージ長を実現する効率的なメッセージ・コントロール構造(デ ータ/制 御タグ方式)

⑤ 我が国のEDIの 標準化に十分な、最大61439種 のデータ項目を使用できる。

⑥ 通常のEDIに は十分な、最大32767文 字(漢 字の場合は、16383文 字)の データ項目が取り扱える。

⑦ オプション機能の活用により、OSI新 手順(F手 順およびM手 順)を はじめ、全銀手順、JCA手 順など、あらゆる通信

システムに対応できる(図1-1参 照)。

⑧ 将来普及が予想されるISO9735と の並行使用のためのオプションを最初から持っている。このオプションでは、IS

O9735(UN/EDIFACT)に 合致する伝送形態になり、一つのネットワーク上で両方のメッセージを取り扱うこと

が可能,

⑨ 現在のEIAJシ ンタックスルールと互換性がある。シンタックスレベルで、上方互換になっている。

⑩ 以上の特徴を十分に発揮させるモデル トランスレーターのサポー ト(シ ンタックスルール規格書の付属資料として、モデル

トランスレーターの仕様がある)。

尚、今後ベンダーから実際に開発提供される トランスレーターでは、取り扱い可能な最大データ項目長などは、上記の値よりも小

さい場合があるので、ユーザーが導入する際には、注意が必要である。例えば、本試作仕様により試作されるモデル トランスレータ

ーでは、取り扱えるデータ項目の最大長は、4000字(漢 字の場合は、2000字)の 予定である。
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2.基 本構 造

CIIシ ンタ ックスル ール は、 フ ァイル軽 きで実現 す るEDIの ために設 計 されて お り、 その基 本形態 は、TYPEl2と 称 す る

一 つ の メ ッセ ー ジグル ープ ・ヘ ッダー
、複 数の メ ッセ ー ジ及 び一 つの メ ッセー ジグルー プ ・トレー ラで構 成 され る ファ イルで あ る(

図1-2の 上段 を参 照)。 メ ッセー ジ グルー プ ・ヘ ッダー 、 メ ッセ ー ジ及 び メ ッセ ー ジグル ープ ・ トレー ラは、 それ ぞれ一つ の レコ

ー ドに収 容 され る(一 つ の メ ッセー ジを一 つ の レコー ドに収容)
。 この構造 を 基本形 式 と して 、2つ の バ リエー シ ョンがあ る。一 つ

は、TYPE12の 分割 モー ドと称す る一 つ の メ ッセ ー ジを複数 の 固定長 レコー ドに収容 した形式(図1-2の 中段 を参 照)で あ り、

もう一つ は、TYPE-Eと 称す るISO9735構 造 を応用 した形で あ る(図1-2の 下段 を参 照)。 以 下、順 に概 要 を述 べ る。

TYPE

オ プ シ ョン

分割モー ド

オプジョン

非 透過 モー ド

オ プシ ョ ン

対応通信

システム

縮ノJx/拡弓長

自動選択

CII

シ ンタ ックス

ルー ル

通常モ

分割モード

通常モー ド

透過モ

透過モー ド

OSI新 手順

全銀可変長

プライベー ト

手順

全銀固定長

JCA手 順

OSI新 手順

全銀可変長

縮小ノ拡張

縮小/拡 張

縮小モー ド

拡張モー ド

縮小/拡 張

縮小/拡 張

EIAJ

シンタックスルール

図1-1Cllシ ンタ ック スル ール のオプ シ ョンと通信 シ ステム との 関係

(注)網 か け内が規 定値(標 準)
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2-1TYPE12(通 常 モー ド)

図1-2の 上 段の 構造 で 、CIIシ ンタ ッ クスル ールの基 本形 であ る。 その交換 の階 層 は、図1-3で 、示 され る。 メッセー ジ

グル ープ ・ヘ ッダー と メ ッセー ジグルー プ ・トレー ラ は、 それ ぞれ一 つの251byteの 固定 長 レコー ドに収 容 され 、一 つの メ ッセ

ー ジが 一つの 可 変長 レコー ドに収容 され る。

2-2TYPE12(分 割 モ ー ド)

図1-2の 中段の構 造 であ り、基 本形 式(通 常 モー ド)と 基 本 的に は同一 で、交換 の 階層 も通 常 モ ー ドと同 じく図1-3で 表 せ

られ る。 しか し可変 長 レコー ドが取 り扱 え ない通信 システ ムに適合 す るよ う、一 つの メ ッセ ー ジは複数 の251byteの 固定 長 レコ

ー ドに収 容 され る
。 この モ ー ドの縮 小 モ ー ド(後 述)の 時 は、EIAJシ ンタ ックス ルール と互換 性(同 一)が あ る。

2-3TYPE-E

図1-2の 下段 の構造 であ る。 基 本形式 の メ ッセ ー ジグル ープ ・ヘ ッダーが 、ISO9735のUNA及 びUNBセ グメ ン トに

置 き換 え られ、 メッセー ジグルー プ ・トレー ラが、UNZセ グ メ ン トに置 き換 え られ て いる。 そ して 、 メ ッセー ジは、UNH、C

II、UNTセ グ メ ン トに置 き換 え られ て い るが 、CIIセ グ メ ン トのデー タ部 分 は、基本 形式 の メ ッセ ー ジと同一で あ る。 この

ことに よ り、UN/EDIFACT電 文(ISO9735で コーデ ィ ングされ て いる)と 同一 の ネ ッ トワー クでED.1を 実 施す る

ことがで きる。TyPE-Ed)交 換 の 階層 は、ISO9735の 交 換 の階層 と同一 であ る。UNAセ グ メ ン トとUNBセ グ メ ン ト

は一 つの 可変長 レコー ドに格 納 され 、他 の セ グメ ン トは、一 つの セ グ メ ン トが 一 つの可変 長 レコー ドに格納 され る。

メ ッセ ー ジ

TYPE12グ ル ー プ ・

(通 常 モード)ヘ ッダ ー

251byte

(同 一)

メ ッセ ー ジ

TYPE12グ ル ー一一プ ・

(レコード分 割 ヘ ッダ ー

モード)

TYPE-E

■ ● ■ ●

メ ッセ ー ジ

グ ル ー プ ・

ト レー ラ

251byte

(同 一)

メ ッセ ー ジ

グ ル ー プ ・

トレ ー ラ

図1-2TYPE12(基 本形、分 割 モー ド)及 びTYPE-Eの 伝 送形 態
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ファイル交換 接 続 ・ フ ァイル1 フ ァイル2 .■ ● ● ● ● ● ● ■ ■ ■ フ ァ イルn 切断

フ ァイル メ ッセー ジグル ープ1 メ ッセ ー ジグル ー プ2 ・...● ● ■ ● ● ● ● メ ッセ ー ジグルー プn

メ ッセ ー ジ

グルー プ

メ ッセ ー ジ

TFD形 式

(TransferFormData)

◆ ● ● ■ ■ ● ■ ■

＼
メッセージグループ・ヘッヂ メ ッセ ー ジ1 メ ッセ ー ジ2 メッセージグループ・トレラ

『

メッセージ・ヘッ外 TFDl TFD2 TFD3 TFD4 ..● ■ ■ ● ● ● ● ● ■ TDFn メッセージ・トレーラ

)

データ・タグ データ 長 デー タ 制御タグ

図1-3交 換の階層(TYPE12)

2-4TYPE12とTYPE-Eの 違 い

TYPE-Eは 、TYPE12の メ ッセー ジグルー プ ・ヘ ッダーがISO9735のUNA ,UNBセ グメ ン トに置 き換 え られ

、 メ ッセー ジグル ープ ・ トレー ラがUNZセ グ メ ン トに置 き換 え られ る。一 つ の メ ッセ ー ジは、 メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ーがUNHセ

グ メ ン トに 置 き換 え られ 、 メ ッセ ー ジ本体 はセ グメ ン ト ・タグ(CII)が セ ッ トされ る以 外 はTYPE12の メ ッセ ー ジが その

ま ま用 い られ 、UNTセ グ メ ン トが追 加 され る(図1-4参 照)。

TYPE12

メ ッセ ー ジ

TYPE-E

のセ グ メ ン ト

構成

「

メッセージ・

ヘッダー

メ ッセ ー ジ本 体(TFDエ リア(TFD型 式の デ ータが並 ぶ))

、〆

UNH

1`

CII メ ッセ ー ジ本 体(TFDエ リア(TFD型 式 の デー タが並ぶ))

メッセージ◆トレーラ

団
団1-4TYPE12メ ッセー ジの セ グメ ン ト化
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3.縮 小 モー ドと拡 張 モー ド

CIIシ ンタ ックスルー ルで は 、デ ー タエ レメ ン トはTFD(TransferFormData)形 式 で、 伝送 され る。TFDは 、 デー タエ レ

メン トに、 デー タ タグ及び デ ー タ ・レングス タグ(レ ングス タグ)が 追加 され た もの で 、図1-5の フ ォーマ ッ トで あ る。一 つの

メッセ ー ジは、 このTFDを 必要 数 集 めて構 成 され、例 えば 、1通 の注文 書/請 求 書を表 す。

この長 さ(デ ータ長)を 表 す

デ ー タエ レメン ト(デ ー タ項 目)の 識 別子

図1-5TFDの 構造

rデータ タグ』 とは、デ ー タエ レメ ン トの意味 や属性 を表 すlDで あ り、 その値 は、標 準 メ ッセー ジ及 びデ ー タエ レメ ン ト ・デ

ィレク トリー(デ ータ項 目一 覧 表)上 で、項 目No.(整 理 番号)と して表現 され る。 デー タ タグに は縮 小形 式(239種 のデ ー タエ

レメ ン トを表 示で きる)と 拡 張 形 式(61439種 の デ ータエ レメ ン トを表示 で き る)が あ り、CIIシ ンタ ックスル ールで は 、

メ ッセー ジ長 を短 縮す るため に最 適 な使 い分 けが 行わ れ る。 この使 い分 けを コン トロー ルす る制御子 を 、拡張 モ ー ド指示 子 と呼ぶ。

TFDエ リア 中の拡 張 モー ド指 示子(X`FO')の 左側 を縮小 モ ー ド領域 、右 側を拡 張 モー ド領域 と い う(図1-6参 照)。

縮 小 モー ド領 域 中のTFDに は、 縮小 モ ー ドの デー タ タグが使用 され、拡 張 モー ド領域 中のTFDに は拡 張 モー ドの デー タタ グが

使 用 され る。TFDエ リア中 に拡 張モ ー ド指 示子 が ない時 は、す べて縮小 モ ー ド領 域 とな り、TFDエ リアはEIAJシ ンタ ック

スル ール と同一 にな り、互 換性 の 確保 に も活用 され る。

TYPE12

の メ ッセ ージ

TYPE-Eの

CIIセ グメ ン ト

メッセージ・ヘッダー 縮小モー ド領域 X`FO' 拡張モード領域

TFDエ リ ア

(メ ッセ ー ジ本体)

く 〉

CII 縮小モー ド領域 X`FO' 拡張モー ド領域

図1-6縮 小 モー ドと拡張 モ ー ド(メ ッセ ー ジ本体)
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4.非 透過モードオプション

このオプションは、非透過モー ドの通信回線を使用する時に用いる。CIIシ ンタックスルールは、透過モー ドの通信回線用に

設計されているため、非透過モー ドの通信回線を使用すると一部のデータが通信制御のキャラクターと衝突 しデータ伝きができな

い。非透過モードオプションは通信制御キャラクターとの衝突を避けるための対策を追加するオプションである。但し、このオプ

ションを設定するとデータ長が長 くなる。したがって、透過モー ドの通信回線を用いる時は、このオプションを使用しない。

5.文 字 コー ド

CIIシ ンタ ックスル ールで は、JIS-XO201及 びJIS-XO208を 標 準の 文字 コー ドとす る。 特 に、 メ ッセ ー ジグ

ルー プ ・ヘ ッダー とメ ッセ ー ジグルー プ ・トレーラ ーで は 、英 数字 とブ ラ ンク以 外の 文字 の使 用 は禁止 され 、文字 コー ドもJIS

-XO201の 使用が義 務づ け られ る
。TYPE12の メ ッセー ジにっ い て は、 ローカル協 定 に基づ くローカル文字 の 使用 が 可能

で あ るが 、推奨 で きない。JIS-XO208(JIS第1水 準、 第2水 準 漢字)は 、 メ ッセ ー ジ中のTFDの デー タ部(デ ー タ

エ レメ ン ト)で のみ使用 で きる。

また、TYPE-Eで は、 メ ッセ ー ジ(CIIセ グメ ン ト)も 含 めてす べ ての セ グメ ン トにつ いて 、JIS-XO201 ,JI

S-XO208の 文 字 コー ドを使用 しな ければ な らな い。JIS-XO208(JIS第1水 準 、第2水 準 漢字)は 、CIIセ グ

メ ン ト内で のみ使用 で きる。

6.ト ラ ンス レー ター

6-1ト ランス レーターの ア ウ トラ イ ン

送信用 の トラ ンス レー ターは、 オ プ シ ョンの設 定で 、TYPE12,TYPE-Eの どの メ ッセー ジ も作 成す ることがで きる。

また、次 の条件 の内の どれか1っ(拡 張 モ ー ド)を 検 出す るまで、縮 小 モ ー ドで メ ッセー ジを作 成す る。

①240以 上の値 を持 つ デ ータ ・タグの検 出

② 明示 的マ ルチ明細 の検 出

す なわち、縮 小/拡 張モ ー ドを 自動 的 に設 定す る。一 つ の メ ッセー ジ中で 以上 の条 件が 成立 しない時 は、 メ ッセ ー ジ全体が 縮小 モ

ー ドで作 成 され る
。 この時 、EIAJシ ンタ ックスル ール と完全 に互 換性 の あ るメ ッセ ー ジに な る(TYPE12の 時)。

受 信用 の トラ ンス レー ター は、TYPE12及 びTYPE-Eの メ ッセ ー ジに加 えてEIAJシ ンタ ックスルー ルの メ ッセ ー ジ

で も、す べて 自動 的 に検出 し、同一 の変換 テー ブルを 用 いて メ ッセー ジの解 釈 を完全 に で き る。

また、 トラ ンス レーター には文字 コー ド変換 機能 が 含 まれ 、漢字 のJIS第1,第2水 準 を カバ ーす る。 文字 コー ドの変換 は、

必要 に応 じてバ イパ スで きるオ プシ ョンが 設 け られ る。
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6-2モ デ ル ・トラ ンス レー ター

トラ ンス レー ター は、EDIシ ステ ムに と って 、最 も重 要 な要 素 であ る。CIIシ ンタ ックスル ールの 大 きな特 徴の一 つ は、 ト

ラ ンス レー ターをあ らか じめ考 慮 して設計 され て い ることで 、本 シ ンタ ックスルー ルが期 待す る トラ ンス レー ターの構造 や機能 が

あ らか じめ決 め られて いる。 この標 準 トラ ンス レー ターを、rモ デ ル ・トラ ンス レータ ー』 と呼ぶ 。

トラ ンス レー ターの 仕様 を標 準 化す る場 合 に、最 も困 難な事項 は、一般 的なAPI(が リケーション・インタフェース)の 標 準化で あ る。A

PIは 、 ユ ーザーの コン ピュー タ ・システ ムの構成 やEDIシ ステ ムの構成 に応 じて様 々な形態 があ り、通 常 、汎用 的 な仕様 を定

義す るこ とは難 しい。 そ こで、 業務 処理 システム との デー タの受 渡 しをすべ て フ ァイルで 行 い、 トラ ンス レー ターへの起 動/停 止

な どの指 令(コ マ ン ド)を 手動 で 与え る、実質 的 にAPIの ない トラ ンス レー ター を設 定 す る。 この トラ ンス レー ター は、 もち ろ

ん実 システ ムに適用可 能で あ るが 、運用 効率(特 に、使 いが って)が 悪 く、実用 的 システ ム と して は問題 が残 る。 しか しなが ら、

トラ ンス レーター本来 の機 能 はす べて 備えて お り、ユ ーザ ー環 境 に応 じた若 干の 改造(APIの 変更)を 行 うことで、実 用的 な ト

ラ ンス レ7夕 一 にな る。従 って ・ モデ ル ・トラ ンス レーター は、様 々なベ ンダーがCIIト ラ ンス レー ターを 開発 す る時 見本 とな

る もので あ る。

モデ ル ・トラ ンス レーター は、 コ ンピュータの機 種 によ らず 同一 の機能 を保持 す るのが 原則 であ るが、 メ ンフ レー ムに実装 され

る トラ ンス レー ター とパ ー ソナル ・ゴ ンピュ一 夕(パ ソコ ン)に 実装 され る トラ ンス レータ ーとが、 同一 の性 能/機 能 を保持 す る

とい うわ け にはいか な い。 そ こで 、EDI本 来 の 目的で あ るデー タ交換 に問題が生 じな い範囲 で、パ ソコ ン用 トラ ンス レー ターで

は、機能 の簡 略化が行 われ る。

従 って 、モ デル ・トラ ンス レー ター は、4種 存在 す る。 す なわ ち、

① メ ン フ レー ム用 モ デ ル ・ トラ ンス レー タ ー

a.デ ー タ送 信 用SmartTRanSlatorforEncodingstandardformat

b.デ ー タ 受 信 用SmartTRanSlatorforDecodingstandardformat

② パ ソ コ ン用 モ デ ル ・ トラ ンス レー タ ー

a.デ ー タ 送 信 用SmartTRanSlatorforEncodingstandardformat

b.デ ー タ 受 信 用SmartTRanSlatorforDecodingstandardformat

(STRSEMA)

(STRSDMA)

(STRSEPA)

(STRSDPA)

で あ る。 図1-7は 、 メ ンフ レーム用 モデ ル ・トラ ンス レー ター(送 信 用)の 構成 であ る。
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図1-T送 信 用 モデ ル ・トラ ンス レー ターの構 成(メ イ ンフ レーム用)

8Cllシ ンタ ックスル ール による シス テムの構 築

CIIシ ンタ ッ クスル ール は、EIAJシ ンタ ックスル ールの上 位互 換の 規格 であ るた め、EIAJ標 準 に よ る システム との共

存 を 図 るた めの特別 な工夫 は、通 常、 不要 であ る。以 下 で は、 この状況 につ いて 説明 を行 う。 この説 明の ため に、一 つ の仮定 を行

う。 それ は、EIAJ標 準 メ ッセー ジに は、当分 の 間、項 目No.240以 上 の項 目 と、N,K属 性 の デー タエ レメ ン トの導 入が 行わ

れ な い とい うことで あ る。 も しこの仮 定が成 り立 た な い時 は、EIAJシ ンタ ックスルール その ものがCIIシ ンタ ックスル ール

に改訂 され る時 であ るか ら、特別 な工 夫 は、当然 、不 要 にな る。

図1-8の 状 況を設 定す る。EIAJ標 準 を用 いて いる業 界(E業 界)の 他 にA,Bの 二 つの 業界が あ る。E業 界 は、早 くか ら

EIAJ標 準 によ る業 界内EDIを 実 施 してい る。A業 界 が新 た にE業 界 とEDIを 実 施す るこ とにな ったが 、そ のた めの標準 メ

ッセ ー ジ(SM)は 、項 目No.240以 上 の項 目と、N,K属 性 の デー タエ レメ ン トは導 入 しな いで作成 され た。E業 界側 の企業 は

、既 に使 って い るEIAJト ラ ンス レー ターを使 用す る ことにな ったが 、A業 界 側の企 業 は、新 規の システム なの で、CIIト ラ

ンス レ「夕一を使 用す るこ とな った。

その後 さ らに、B業 界 も新 た にE業 界 とEDIを 実 施す るこ とにな ったが 、 こち らのSMは 、B業 界 の強 い要 望 もあ り、K属 性

(漢字)の デー タエ レメ ン トを導入 す る ことにな った 。幸 い な ことに、B業 界 とEDIを 行 うE業 界側 の企 業 は比較 的少 数の大 企
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業 だ ったの で、既 に使用 して いたEIAJト ラ ンス レー ターに加 えてCIIト ラ ン ス レー ター を追加 す る ことに した。 ご く一 部の

企 業で は、す べてCIIト ラ ンス レーター に変更 して しまった。B業 界はCIIト ラ ンス レー ター を導 入 した。

この よ うなEDIの 進 展が 、 さ らに、A業 界 とB業 界 のEDIも 構築 させ る ことに な ったが 、両業 界 と もCIIト ラ ンス レー タ

を導 入済 で あ り、 スム ー スにEDIが 構 築 され た。

以上 の過程 は、CIIシ ンタ ックスルー ルの上 位互換 性が 完全 に カバ ー して お り、ユ ーザ ー(各 企 業)は 、 シンタ ックスル ール

の違 いに関す る考 慮 は、一切 不要 で ある。

一,

E業 界
CII縮 小 モード

A業 界

EIAJト ラ ンス レーター CIIト ラ ン ス レー タ ー`,

=EIAJ

CII

縮 小モード=EJ

一 部の企 業の 対B業 界 のEDIに つ いて は

JMCM拡 張 モードのSMを 用 いて お り、その他 に

ついてはEIAJのSMを 用i、ている。

↑EIAJ

対EIAJに つ いて は、

EIAJ様 式SMを 用 いて い る。

A

CII

拡 張 モード

w

EIAJ

(

EIAJト ラ ンス レー ター

(トランスレ一処 を

CII

複 数導 入 した企業)

トラ ンス レー ター ～ B業 界

1
CIIト ラ ンス レー タ ー

● CIIト ラ ン ス レー タ ー

CII拡 張 モード

CII拡 張 モード

CII拡 張 モ ー ドのSMを 用 いて い る。
'

(トランル 一夕ーを変 更 した企業)

9

図1-8ElAJシ ンタ ックスル ール とCHシ ンタ ック スル ール の共 存

TYPE-Eの 応用

TYPE-Eは 、将 来のPEDI(EDI-MHS)網 の ための形 式であ る。但 し、TYPE-EはISO9735に 準拠 した

メ ッセ ー ジで はあ るが 、国連 の標 準 メッセ ー ジ(UNSM)に は準拠 して いない。TYPE-Eか らUNSM準 拠 の メ ッセ ー ジを

生成 す るた めに、CII-UNSMコ ンバ ー ターが必 要で あ る。 現実 の業務で は、 その よ うな必 要性 はな いと考 え られ るが、 も し

必要 で あれば 、技術 的 に可能 で あ り、UNSMの 第1バ ー ジ ョンが確 定 し日本 国内 サ ブセ ッ ト制 定後 に、CII(TYPE-E)

-UNSMコ ンバ ー ターが開 発 され る ことにな ろ う
。但 し、 この 日本 国内サ ブセ ッ トは、漢字 項 目を 始 め とす る多 くの ロー カル規

定 が 含 まれた通 常のUNSMサ ブセ ッ トとは、か な り異 な る もの とな る ことが予 想 され る。上 記 の コ ンバ ー ターは、単 な るセ グ メ

ン トの再構成 が 主な機 能 とな る。
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1.キ ャラ クター セ ッ トと文 字 コー ド

1-1キ ャラ クターセ ッ ト

CIIシ ンタ ックスル ール て は、8blt文 字 と16blt文 字(漢 字)か 使用 て きる。表2-1は 、CIIシ ンタ ソクスル ール で使

用可 能 な8blt文 字 の一 覧表 て あ る。 これ以外 の 文字 は原 則 と して使 用 で きないか 、 ロー カル協定 によ るこれ以外 の文 字 の使用 も

不 可能で はな い。

16blt文 字 は、SiM$資 料rCIIシ ンタ ックスルール漢 字 コー ド表 』 を参 照 の こと。

1-2文 字 コー ド

文字 コー ドは、原則 と してJIS-Xo201(8blt文 字 表1-1に コー ドを示す)とJIS-xo208(16blt文 字)

を用 い る。 しか しなか ら、 ロー カル協定 に よ り、 これ以外 の文字 コー ドを用 いる こと も不 可能 て はない。

表2-18blt文 字 コ ー ド表
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D ミ ム メ

ぢ

ヤ ユ ヨ ラ リ 口 ワ

㎡

ン
" o

E
対び

、∵:F

∵ 、

モ

1:㌧ ∵ ∵c∴ 董 … ・
一 ・ .・ 歪.対ll× ・

歪 肩w

=玉 三 ・片

ル レ

.兵∵ ∴ ・董.ll:1'董:
兵

1:ゴ 重
一 董 ・ ∵ 董.牢

=;:

.こ 兵i・ 二 至 ・

.対 一 〆黍

可

1ヨ

・::垂 与

▼ ほ

1

烏

i・:訂

知:

∵ 与
黍 　 '

董 ゴ

・淫 ・・1.1… ×董;i

.:辱 王∵

.c:
ゴ … 董1・ ∵

一
胃

胃

茎 、
:i

対f
三;

4=

"昌1
.'

犀

、対 対

(注)コ ー ドは、Hex表 示,縦 軸 は、上 位4bit,横 軸 は、下位4bltで あ る。

網掛 けの部分 は使用 禁止 であ る。
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1-3メ ッセー ジグル ープ ・ヘ ッダ ー とメ ッセ ー ジグル ープ ・トレー ラの キ ャラクタ ーセ ン トと文字 コー ド

メ ノセ ー ソグルー プ ・ヘ ノダー とメ ノセ ー ングル ー プ ・トレー ラて は、表2-2に 示す8blt文 字 のみ使 用可 能で 、かつ 、文字

コー トはJIS-xo201を 用 い なければ な らな い。 ロー カル協定 によ るロー カル コー ドの 使用 は許 され な い
。

表2-2メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー及び メ ッセー ジ

グル ープ ・トレー ラの文 字 コー ド表(8bit文 字 コー ド)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0
董

1 巨 ! 菱
韮

1

`、,H.撒

'

撒 r,,

1『

¶

」,

垂

‥ ‥
r."町F

= 杢 韮,
.

7

2 PS
韮

1 垂
一

{
壬

ま

藁

差i

!
3 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

!
董

i
…

4 A B C D E F G H 1 J K L M N O

5 P Q R S T u V W X Y Z 」
ヨi li

(庄)コ ー ドは、Hex表 示,縦 軸 は 、上 位4blt,横 軸 は、下 位4blt

網掛 けの部 分 は使用 禁止

2.Cllシ ンタ ックスル ールの詳細(TYPE12)

以下 の記述 で は、8bltを1byteと 記 述 し、X`1A'は 、Hex表 示 を表す もの とす る。又 、誤 解 を避 けるた め に、例 えば、 キ ャ ラ

クターCはC(・X`43')の よ うにHex表 示 を併用 す る。 又、 図示 され た フ ォーマ ッ ト中 の値 は、す べ てHex表 示 とす る。 さ らに、特

に断 らな いか ぎり、バ イナ リー とは、符号 無2進 数 とす る。

2-1定 義

2-1-1固 定 長 デー タエ レメ ン ト

右 側の ブ ラ ンクの 省略 を行わ ない 、デ ー タ長か 常 に固 定 されて い る文#IJデ ー タエ レメ ン トで あ る。 メ ッセー ジグル ープ ・ヘ ソ

ダーと メ ッセ ー ジグルー プ ・トレー ラで用 い られ 、使 用可 能 な文字 セ ン トと文字 コー ドは、 表2-2で 示 され る。

2-1-2可 変長 デ ータエ レメ ン ト

数値 デ ータの左 側の ゼ ロあ るいは文勢llデ ー タの右 側 の ブラ ンクの省 略を行 うデー タエ レメ ン トで あ る。 この デ ータエ レメ ン ト

は、 メ ッセ ー ジ内 のTFDエ リア中 て 、TFD形 式 デ ー タ構成要 素 と して 用 い られ る。以下 の4種 が あ る。

(1)数 値 デ ータエ レメ ン ト(9属 性)

最大30桁 以下 の数字 列で 、 『0』 ～r9』 まで の数字 だ けで構成 され る数 値デ ー タエ レメ ン トで あ る。 後述 す るTFD形 式

で は、有 効桁 よ り左 側 にあ る 『0』 を省 略す る こ とか で きる。 すな わ ち 『00123』 とr123』 は同一 の意 味 とす る。 ノ」・数

点 は暗示 的に示 され 、小数 点以 下の桁 は、整数 部 に有効 桁 が有 る時 は省略 で きない。
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例 えば 、小 数 点以 下が4桁 で あ る場 合 、rOO123(=0.0123)』 は 『123』 と同一の 意味 に な るが 、r1000

0』 はr1』 と同一 の意 味 に はな らない。 尚、 本デ ー タエ レメ ン トで は8bit文 字を 用い る
。

(2)数 値 デー タエ レ メン ト(N属 性)

最 大30桁 以 下の 数字列 で 、ro』 ～ 『9』 まで の数字 、正 負 符号(r+』 及 び.『一・i)及 び小 数 点(r .』)で 構 成 され る

数 値デー タエ レメン トであ る。 正負 符号 及 び小 数 点は桁数 に 含めな い。

正 負符号 は、常 に数字 列 の先 頭(左 側)に なけれ ばな らな い。r+』 符号 は省 略す ることがで きる。 正 負符号 と最 も左側 に あ

る有効桁 との 間 にあ るrO』 を 省略す る こ とが で きる。 す なわ ち、r-00123』 とr-123』 は同一 の意 味 とす る
。ノ」x数

点 は、r.』 で明示 され る。小 数 点以 下 の桁 にっ いて は、最 も右 側にあ る有効 桁 よ り もさらに右側 にあ るrO』 を省 略す るこ と

が で きる。 したがっ て、rユ2.2100』 とr12.21』 は同一 の意 味 とす る。!」・数 点が 省略 され た時 は、整 数 とな る。r

123』 やr-.012』 等 の表現 も許 され る。尚 、本 デー一夕エ レメ ン トで は8bit文 字 を 用 い る
。

(3)8bit文 字 列(x属 性)

最大32767文 字 の8bit文 字で 構成 され る文#llデ ー タエ レメ ン トで あ る。 後述 す るTFD形 式 で は、最 も右 側 にあ る ブ

ラ ン ク以 外 の文字 よ り もさ らに右 側 にあ るブ ラ ンクを 省略す ることがで きる。

例え ば、r△ △ABC△ △△ △ 』 と 『△△ABC』 は同一 の意 味 であ る。

(4)16bit文 字列(K属 性)

最 大i6383文 字(32766byte)の16blt文 字 で構成 され る文 字列 デ ー タエ レメ ン トであ る。本 文字列 内 に、8bit文

字 を含 め る ことはで きな い。 本文 字列 で は、最 も右側 に あ るブラ ンク(16bit文 字の ブ ラ ンク、以下 同 じ)以 外 の文 字 よ り もさ

らに右 側に あ るブラ ンクを省 略す るこ とが で きる。

例 え ば、r△ △構 文 規則△ △△ 』 とr△ △ 構文 規則 』 は同一 の意 味で あ る。

⑤ 補 足1

標準 メ ッセ ー ジ上 で は、(1)から(4)まで のデ ー タエ レメ ン トの 属性 と桁 数 の表 示を 、表2-3の よ う'に行 う。

㈲ 補足2

数値 デー タ内で の ブラ ン クは原 則 と して使 用禁 止 であ るが、受信 側 トラ ンス レー ターで は、 た とえ 数値 の途 中 に存 在 して も、

エ ラー扱 い にせ ずrO』 と見 なす。
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表2-3CIlシ ンタ ック スルー ルの デー タエ レメ ン トの標 準 メ ッセー ジ上 で の表現方 法

標 準 メッセージ,データエレメント

デー タ ・タイプ ・ディレク}|1一で の 表 現 デ ー タ 例 備 考

長 さは、byte数 で 表す。

8bit文 字 列 X属 性 X(n) 例)X(8)の 時 EIAJシ ンタ ックス

(JISXO201) n:最 大 長(byte数) ABCDEFGH ルー ル と同一 で あ る。

文字データ

16bit文 字列 K属性 K(n) 例)K(10)の 時 長 さは、byte数 で表す。

(JISXO208) n:最 大 長(byte数) 産業と情報 漢字文字数の2倍 になる。

9(n), 例)9(5)の 時 9(5)V(0)と9(5)は 同 一 の

固定小数点 9(n)V(m) 23456 意味である。

正 数 9属 性 n:整数部の桁数 例)9(3)V(2)の 時 EIAJシ ンタ ックス

(JISXO201) mソ」逝 部の桁数 23456(小 数 点は、4と5の 間) ル ール と同一で あ る。

数値データ

N(n), 例)N(5)の 時

浮動ノ1・数 点数 N(n)V(m) 一23456 N(5)V(0)とN(5)は 同一 の

(JISXO201) N属 性 n:整数部の桁数 例)N(4)V(2)の 時 意味である。

m:小数部の桁数 一2345
.6

2-1-3TFD形 式 デー タ1(デ ー タエ レメン ト)

メ ッセー ジ内の可 変長 デ ータエ レメ ン トはTFD(TransferFormData)形 式で 表現 しな けれ ばな らな い。

デ ータ タグ(デ ータ識別ID)、 デー タエ レメ ン ト長(デ ータ長)及 び可変 長 デー タエ レメン トでTFD形 式 デ ータを構 成す る(

図2-1参 照)。

① デ ー タタグは、 メ ッセ ー ジ内での デー タエ レメ ン トを翻llす る。通常 、標 準 メ ッセー ジ及 びデー タエ レメ ン ト.■デ ィ レク ト

リーの整理番号 が用 い られ る。

② デー タエ レメン ト長 は、直後 の デー タエ レメ ン トの長 さをbyte数 で 表す。

③ デ ー タエ レメン トに は、2-1-1で 示 した省 略ル ールが 適用 で き る。

、'、

DataElementIDNumber

－DataElement

//、

DataElementLength

デー タ タグ データ長 デー タ

ノ 、

一 データの意味と属性を表す

一 データ長を表す

く!

一

≧、

図2-1TFD形 式 デー タ
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(1)デv・ 一夕タグ

デー タタグに は、縮小 モ ー ドと拡張 モ ー ドが ある。 メッセー ジ内 には、TFD形 式の デー タを格 納す るTFDエ リアが あ り、

TFDエ リア内の拡 張 モー ド指 示子 の左側 が縮小 モ ー ド、右 側が 拡張 モー ドに なる。TFDエ リア内 に拡張 モ ー ド指 示子が な い

時 は、TFDエ リア全体 が縮 小 モー ドとな る(図2-2を 参 照)。 縮小 モ ー ドで は、デ ー タタグ は1byteの 符号 無バ イナ リーの

数 値 とな り、1～239の 範 囲 の数 値で デー タエ レメ ン トの 識別 子を 表す。 拡張 モー ドでは、 デ ー タタ グは2byteの 符号無 バ イ

ナ リーの数 値 とな り、1～61439の 範 囲の数 値で デー タエ レメン トの識 別子 を表す。 この数 値(デ ー タタ グの値)に は、通

常 、標準 メ ッセ ー ジや デー タエ レメ ン ト・デ ィ レク トリーの 整理 番号(項 目No.)を 用 いる。

/拡 張モード指示子 ＼

ヘ ッダー 縮小モー ド領域

/

X`FO'

醐

拡張モー ド領域

＼
X`FO'

無 視

拡張モー ド領域

TFDエ リ ア し∈ 〉 一 ラ

図2-2メ ッセ ー ジ内 のTFDエ リア におけ る拡 張 モ ー ド指示 子の機能

(2)デ ータ長(デ ー タエ レメ ン ト長)

デ ータ長 は、直後 のデ ー タエ レメ ン トの デー タ長 をbyte数 で 表す。1～239byteま での デ ータエ レメ ン トの長 さは、'lbyte

の符号無 バ イナ リー数 値 で表 す。240～32767byteま で の デー タエ レメ ン トの長 さは、 デー タ長 拡 張子 と2byteの 符号無

バ イ ナ リー-tw値を用 いて 表す(図2-3を 参照)

1byteの 符

鞠iバ イナリー デー タエ レメ ン トが1～239byteの 時 のデ ー タ長 表現

一ーデ 一 夕 エ レ メ ン トが240～32767byteの 時 の デ 一一タ長 表 現

デー タ長拡 張子

図2-3デ ータ長(デ ー タエ レメ ン ト長)の 形式

(3)TFD形 式データ1の まとめ

TFD形 式データ1は 、データタグが縮小モー ドと拡張モードの2種 類あり、データ長も通常形式と拡張形式の2種 類がある

ので、両者を組み合わせることにより、合計4種 類ある。

① 縮小モードデータタグ+通 常形式データ長

② 縮小モードデータタグ+拡 張形式データ長

③ 拡張モー ドデータタグ+通 常形式データ長

④ 拡張モー ドデータタグ+拡 張形式データ長

(01型TFDで あ る(図2-4の01型))

(02型TFDで あ る(図2-4の02型))

(11型TFDで あ る(図2-4の11型))

(12型TFDで あ る(図2-4の12型))
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一 縮小モード

〔01型〕一般項目(X'00'～X'EF')

ター

ゲノ

データ

長

デ ー タ

デ ー タ長 まる長さ

1 1

e数

〔02型 〕 一 般 項 目(X'00'～X'EF')

P

タ
ー

ル1一

ア

ケ データ長

デ ー タ

デ ー タ"決 ま る長 さ

1 1 2

e数/Lデ ー タ長 拡張子oCF2)

拡張モードー

〔11型 〕 一 般 項 目(X'0000'～X'EFFF')

F

データタグ

デーク

長

デー タ

デー タ長 ?ま る長さ

2 1

byte数

〔12型 〕 一 般 項 目(X'0000'～X'EFFF')

byte

デ一夕タゲ データ長

デー タ

デー タ"決 まる長 さ

2 1 2

e数 仁 デ ー タ長拡 張 子(X'F2')

注)O内 は、 デー タ タグ(項 目No.)の 値の範 囲 を示す。

図2-4TFD型 式 デ ー タ1の 構造

2-1-4TFD形 式 デー タ2(TFD制 御子)

TFD制 御子 は、 メ ッセ ー ジのTFDエ リア内の 各種 モ ー ドを コ ン トロールす る。制 御子 は、常 に1byteの 符号無 バ イナ リーの

数値(デ ー タタ グ:制 御 タグ と も言 う)で 構成 され 、制 御 デー タを持 つ場 合 と持 た ない場合 が あ る。例 え ば、拡 張 モー ドにお け る

マル チ明細 ヘ ッダー は、制御 デー タ と して1byteの 明細 番号 を持 つ(図2-5及 び2-3-5を 参 照)。

X`FA'明 細 番 号

マ ル チ明細 ヘ ッダーを表す

図2-5マ ル チ明細 ヘ ッダ ーの構造(拡 張 モー ド)

2-1-5TFDエ リア

ー つ又 は複数 のTFD形 式 デー タ1(デ ー タエ レメ ン ト)と 一 つ又 は複数 のTFD形 式デ ー タ2(TFD制 御 子)で
、TFDエ

リアを構 成す る。TFDエ リアは可変 長デ ー タエ レメ ン トの集 合体 で あ る。

TFDエ リアの最後 部(TFDエ リアの終 わ り)に は、TFD-END指 示 制御 子rX`FE'』 を置 かな ければ な らな い。T

FD制 御子rX`FE'』 は、 メ ッセ ー ジ ・トレー ラを兼 ね る。

2-1-6メ ッセ ー ジ

ー っの メ ッセー ジ ・ヘ ッダー
、 一つ のTFDエ リア及 び メ ッセ ー ジ ・トレーラで メ ッセー ジを構 成す る。 メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダー

は、常 にメ ッセー ジの先頭 に置 き、次 いで、TFDエ リアを 置か なけれ ばな らな い。 メ ッセ ー ジ ・ トレー ラは メ ッセ ー ジの最後 部

に置 かれ 、TFDエ リアの最 後部 に置か れ るTFD制 御 子rX`FE'』 で代 用 され る(兼 用 され る)。
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2-1-7メ ッセー ジグル ープ ・ヘ ッダー

メッセ ー ジグルー プ ・ヘ ッダー は、固定 長 デー タエ レメ ン トで構成 され る全長251byteの 固定 フ ォーマ ッ トの文字 列 であ る。

2-1-8メ ッセー ジグル ープ ・トレーラ

メ ッセ ー ジグルー プ ・ トレー ラは、固定 長デ ー タエ レメ ン トで構成 され る全長251byteの 固定 フ ォー マ ッ トの文字 列 であ る。

2-1-9メ ッセー ジグルー プ

ーっ の メ ッセ ージ グル ー プ ・ヘ ッダ ー
、一 つ 又 は複 数の メ ッセー ジ及び一 つの メ ッセ ー ジグル ープ ・トレー ラで 、 メ ッセ ー ジグ

ルー プを構成 す る。 メ ッセー ジグル ー プ ・ヘ ッダー は、常 に 、メ ッセ ー ジグルー プの先 頭 に置 き、 次 いで メ ッセ ー ジを 置 き、最 後

部 に メ ッセ ー ジグルー プ ・トレー ラを置か なけれ ば な らな い。

2-1-10交 換

一 つ又 は複数 の メ ッセ ー ジグルー プで
、一 つの 交換 を構成 す る。 一つ の交換 とは、一 回の通 信 システ ム上の接 続 に相 当 し、 一つ

の交 換 に含 まれ るすべ ての メッセー ジグル ープ は、その 交換 で は、通信 シス テム上 の一 つの 発信地 か ら一 つの着 信地 に送 信 され る

0

2-1-11レ コー ドとフ ァイル

コ ン ピュー タ ・システム にお ける補助記 憶装 置の論 理 的管理 単位 を フ ァイル と呼 び、個 々の フ ァイル内 の論理 的か っ機械 的分 割

単 位 を レコー ドと呼 ぶ。

2-1-12格 納構造

メ ッセー ジグル ープの ファイル/レ コー ドへの 格納 方法 を、格納 構造 と呼ぶ㌔

(1)交 換 単位 の格納構 造

一つ の交換 は
、一 つの ファイル に格納す る。

(2)メ ッセ ー ジグル ー プの格 納構 造

一 っの メ ッセー ジグルー プを一つ の フ ァイル に格納 して もよい し
、複 数の メ ッセー ジグルー プを 一つ の フ ァイ ルに格納 しても

よい。 しか し、一つ の メ ッセ ー ジグルー プを複数 の フ ァイルに格納 して は いけな い。

(3)メ ッセ ー ジグル ープ ・ヘ ッダー とメ ッセ ー ジグル ープ ・トレーラの格納 構造

一 っの メ ッセー ジグル ープ ・ヘ ッダー及 び一 つ の メ ッセ ー ジグルー プ ・ トレー ラは
、 それ ぞれ 一つ の251byteの レコー ドに

格 納 しな ければ な らない。

(4)メ ッセ ー ジの格納 構造

一 っ の メ ッセー ジは
、一 つの 可変長 レコー ドに格納 す るか、一 つ又 は複数 の251BYTEの 固 定長 レコー ドに格納 しなけれ ば な

らな い。前 者 を通常 モ ー ド、後者 を分 割モ ー ドと呼ぶ 。分 割モ ー ドにおいて 、 メ ッセ ー ジの 長 さ と レコー ドの長 さが合 わ ない時

レコー ド上 の余 りの部 分 は、 ブラ ン クで満 た さなけれ ばな け らない。
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2-2メ ッセー ジグルー プ ・ヘ ッダー

メ ッセー ジグル ープ ・ヘ ッダー は・TYPE12で 用 い られ るヘ ッダーで、 図2-6の251byte長 の 固定 フォーマ ッ トで あ る
。

メ ッセー ジグルー プ ・ヘ ッダーは 、1-3項 で示 す キ ャラ クターセ ッ トと文字 コー ドで表 現 しなけれ ばな らな い。

一 つ の メ ッセー ジグル ー プ ・ヘ ッダー は
、一つ の251BYTEの レコー ドに格納 しなけれ ば な らな い。

TYPE12(25ibyte)

分

割

区

分

レコ

ード

区

分

発 信 センターコード

発信者
コー ド

受 信 セン外 コード

受信者

コー ド

BPID

リザーブ 情報

区分

第1ト ー タ

ル項 目Nα

フォー

マツト

ID

リザーブ

所 属VA

Nコード

発 信 セン

ターコード

所 属VA

Nコード

受 信 セン

ターコード

機関 版

1 2

→ 1 1 1 12 12 12 12 12 12 4 2 2 12 4 3 3 2 10

,、,数 工 運用モー ド 〃Lサ ブ纈

(メ ッセー ジグル ープ ・ヘ ッダーの続 き)

作成日

付時刻

llザづ シンタックス

IDバ ージ

ョン

拡

張

モー

ド

分

割

モー

ド

文字

コー ド

非

透

過

第2ト ー タル

項 目Nα リザ ー ブ

8 16 1 2

→ 12 12 6 1 1 1 1 1 5 5

1

89

yte数 (EIAJシ ンタ ッスル ール では、

∈ 定義 されて いな い部分)

図2-6メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダ ー の フ ォ ー マ ッ ト

① 分割 区分(0・X`30')(文 字1byte)

② レコー ド区分(文 字1byte)

(C=X`43')

③ 運 用 モー ド(文 字1byte)

④ 発 信 セ ンター コー ド

所属VANコ ー ド(文 字12byte)

発信 セ ンター コー ド(文 字12byte)

⑤ 発 信者 コー ド(文 字12byte)

TYPE12の ヘ ッ ダ ー か ト レー ラ ー で あ る こ と示 す 。

TYPE12の メ ッセ ー ジ グ ル ー プ ・ヘ ッダ ー で あ る こ と示 す 。

(・X`31')の 時 テ ス ト ・デ ー タ を 表 す 。(0・X`30',△=X`20')の 時 通 常 の デ ー

タ を 表 す 。

キャラクターセット と文 字 コード は 、 表2-2を 参 照 。

ノノ ノノ
o

キャラクターセット と文 字]一 ド は 、 表2-2を 参 照 。
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⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

受信 セ ンター コー ド

所 属VANコ ー ド(文 字12byte)キ ャラ7e－セツ1と 文字コードは 、表2-2を 参照 。

受 信セ ンター コー ド(文 字12byte)""。

受 信 者 コー ド(文 字12byte)キ ャラ79一セット と文字コードは、表2-2を 参照。

BPID(キ ャラククーセット と文 字コードは、表2-2を 参照)

機 関(文 字4byte)ユ ニ ー クな、標 準 メ ッセー ジを管理 す る機関 を 表す コー ド

サ ブ機 関(文 字2byte)大 分類 管理 コー ド(標 準 メ ッセ ー ジ管理 機関 が 管理 す る コー ド)

版(文 字2byte)バ ー ジ ョン番号(標 準 メ ッセ ー ジ管 理機 関が 管理 す るコー ド)

リザ ーブ(文 字12byte)将 来の 拡張 エ リア(a1 .1ブランク ・X`20')

情報 区分 コー ド(文 字4byte)情 報の種 類 を表す。 キャラクターセット と文 字]一ドは、表2-'2を 参照。

第1ト ータル項 目ナンバー(文 字3byte*2)縮 小 モ ー ドの時 、ハ ッシ ュ ・トー タル に使 う項 目を指定 す る。項 目No.(データ・タグ

値)が999以 下 の9属 性 の項 目を指定 す る。2っ の項 目を指定 で き る。 ブランク

を指 定す ると、ハ ッシュ ・ トータ ルを行 なわ な い。 キャラクターセットと文字 コード は、

表2-2を 参 照。

フ ォーマ ッ トID(文 字2byte)EIAJシ ンタ ックスル ール との互換 を保 つ ため 、10・X`3130'固 定 とす る。

リザ ー ブ(文 字10byte)将 来 の拡 張エ リア(allブ ランク・X`20')

作 成 日付時 刻(文 字12byte)メ ッセージグループの作 成 日付時 刻Y㎜DH㎜SS。 文 字 コー ドは 、表2-2を 参照 。

リザ ー ブ(文 字12byte)将 来 の拡張 エ リア(allブ ランク・X`20')

シンタックスIDバージョン 番 号(文 字6byte)

⑰ 拡張モー ド

⑱ 分割モー ド

⑲ 文字コード

8bit系

16bit系

⑳ 非 透 過モ ー ド

⑳ 第2}一 夕ル項 目ナンバー

⑳ リザーブ

(文字1byte)

(文字1byte)

(文字1byte)

(文字1byte)

(文字1byte)

(文字5byte*2)

()描9byte)

シ ンタ ックス ルール管理 機関 お よび リ リース ・バ ー ジ ョン番号(CII100

)を 表 す。 キャラクターセット と文字 コードは、表2-2を 参照 。

アランク又 はSの 時 、縮小 モー ド(EIAJシ ンタ ックスル ール互換 モ ー ド)を 表

し、Eの 時拡 張 モー.ドを表す。 文字]一ド は、表2-2を 参 照。

ブランク又 はMの 時 、分割モ ー ドを表 し、Sの 時 、通常 モニ ド(レ コー ド分割 無 し

)を 表す 。文 字コードは、表2-2を 参照 。

メ ッセ ー ジを コーデ ィ ング して い る文字 コー ドの種 類 を表 す。文 字 コー ドは、

表2-2を 参 照。'

プランク又 はSの 時、8bit系 文字 がJIS-Xo201で あり、Pの 時 、それ 以外 を表 す。

ブランク又 はSの 時、16bit系 文字 がJIS-XO208で あり、Pの 時、 それ 以外 を表 す。

方 ンク又 はSの 時、透過 モ ー ドを表 し、Mの 時、 非透 過 モー ドを表 す。文 字 コー

ドは、表2-2を 参照 。非透 過 モー ドにっ いて は、2-6を 参 照。

拡 張 モー ドの時 、ハ ッシュ ・ トータル に使 う項 目を指 定す る。9属 性 の項 目を

指 定す る。2っ の項 目を指定 で き る。ブランクを指定 す ると、ハ ッシュ ・トー タル

を行 なわ ない。 文字 コー ドは、表2-2を 参 照。 尚 、縮小 モ ー ドの 時 は、 この

エ リアを ブラ ンクに しなけれ ばな らな い。拡 張 モー ドの時 は、⑪ の第1ト ータル項

目ナンバーは指定 して も、無視 す る。

将 来の拡 張 エ リア(aIlブ ランク ・X`20')
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2-3メ ッセー ジ(可 変長)の 構 造(TYPE12)

一 つの メッセ ージは
、 メッセ ー ジ ・ヘ ッダー,TFDエ リア,メ ッセー ジ ・トレー ラで構成 され 、一 つの トラ ンザ クシ ョン、例

えば1通 の 発注書に相 当 す る。 又、通 常モ ー ドで は、一 つ の メッセー ジは一 つの可 変長 レコー ドに格納 し、 分割 モ ー ドで は、250

byte(分 割識 別子を除 く)づ っ 単純 に分解 して251byteの 固定 長 レコー ド(250byte以 下の時 は1レ コー ド)に 格 納 す る。 レコー

ドへ の格納方 法 を除 けば 、通常 モー ドと分 割モ ー ドは同一 の構 造 であ る。以 下で は 、通 常モ ー ドの メ ッセ ー ジの構 造 を説 明す る。

2-3-1メ ッセー ジの 全体 構造

図2-7の 構造で あ る。TFDエ リア(TransferFormDataArea)は 、可変 長で あ り、 この 中 にTFD型 式 の デ ー タが収 容 さ

れ る。TFD型 式 デ ータの構造 は、2-1-3及 び2-1-4を 参照。

→

〉∈ メ ッセ ー ジ長

メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー

TFD1 TFD2 ・ ● ・.● ● ・ ●.・ …. TFDn

ト

レ

|

ラ

ー

1

シーケンス

No

メッセー

ジ 長

1 1 5 2 、 可変長 〉

〆'L

レ。一 ド区 分(H⑭(x咽 ↑

一 分割識 別子(9=X`39')

byte数

図2-7メ ッセ ー ジの全体構 造

2-3-2メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ーの詳 細

① 分割謝1仔(1・X`39')

② レコー ド区分(D・X`44')

③ シーケ ンスNα(数 値5桁 アンパック型式)

④ メ ッセ ー ジ長(数 値2byteバ イナリ型式)

メ ッセ ー ジを収 容 した レコー ドの分割識 別子

メ ッセー ジを収 容 した レコー ドであ る ことを表す 。

メ ッセー ジを収 容 した レコー ドの昇順 の5桁 の シーケ ンス番 号 であ る。 メ ッ

セー ジグルー プ ・ヘ ッダー ・レコー ド直後 の レコー ドの値 は1で 、以 後1つ

っ増 加 す る。文 字 コー ドは、表2-1を 参 照。

メ ッセー ジを収 容 した レコー ドの先 頭か ら、 トレー ラの手前 までの全 長を表

す。 トレー ラは この 長 さに含 まれな い ことに注 意す る。

数 値 の最大 値 は、32767で あるが、 これ よ り長 いメ ッセー ジの 時 は、 この エ

リア の値 を32896(・X'8080')と し、r2.3.5』 で 示す メ ッセ ー ジ長指示

子 に よ って、 メ ッセー ジ長 を表 す。 メッセー ジ長指 示子 を 用 い る場 合 は、 メ

ッセ ー ジ長 指示 子 は図2-7のTFD1の 位置 におか な ければ な らな い。

2-3-3TFDエ リア(TransferFormDataArea)の 詳 細

TFDエ リアは、TFD形 式 デー タ1(2-1-3参 照)及 びTFD形 式 デー タ2(2-1-4参 照)で 構成 す る。
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TFDエ リア は縮 小 モー ドで始 ま り、拡 張モ ー ド指示子 が 出現 した後 、拡 張 モ ー ドに切 り換 わ る。拡 張モ ー ド指 示子 がTFDエ

リア にな い時 は 、TFDエ リア全 体が 縮小 モー ドであ り、 さ らに 、 メ ッセー ジグル ー プ内の すべ ての メ ッセ ー ジのTFDエ リア全

体 が縮小 モ ー ドの時 メ ッセ ー ジグル ープ ・ヘ ッダーのr拡 張 モー ド』がrS』 にな る。

TFD形 式 デ ータ は、常 に タグ(デ ー タ タグ又は制御 タグ)で 始 ま る。縮 小 モー ドの時 、 デー タ タグはlbyteの バ イナ リー数 値

で あ り、拡張 モ ー ドの時 、デ ー タ タグは2byteの バ イナ リー数 値で あ る。 また制 御 タグは常 に1byteの バ イナ リーの数 値 であ る。

デ ー タタ グか制 御 タグか は、 タ グの値 によ って決 定 され る。 また、制 御 タグ は、TFDエ リアのモ ー ドや繰 り返 し構造 の コ ン トロ

ー ルを行 う
。す なわ ち、 デ ータ タグや 制御 タグは、CIIシ ンタ ックスル ールの 最 も重要 な要 素で あ り、 このた め、Cllシ ンタ

ック スルール はタ グ方式 と呼ぶ 。TFDエ リアを参 照す る時 は、必 ずエ リアの 先 頭(左 端)か ら参照 しな ければ な らな い。 エ リ

アの 左端 には 、必 ず 、デ ー タタ グか 制御 タグが 存 在す る。

2-3-4TFDの 省 略

一 っの メッセ ー ジに含め な ければ な らな いTFD(デ ー タ項 目)は
、標 準 メ ッセ ー ジによ って規定 され る。 しか しなが ら、実 際

の業 務で必 要 とす るTFD(デ ー タ項 目)が 、 標準 メ ッセ ー ジによ って規 定 され るTFD(デ ー タ項 目)よ り も少 ない ことがあ る。

この よ うな時、不 要 なTFD(デ ー タ項 目)を 省略す ることがで きる。TFD形 式 デ ー タ1(一 一般 デー タ項 目)の 省 略 につ いて は

何 らの制限 もない。 さ らに 、数 値が ゼ ロの 数値TFDや 内容 がallブ ラ ンクの 文字列TFDは 、一 般的 に省 略可能 で あ る。

TFD形 式 デ ータ2(TFD制 御子)に っいて は、一般 に省略 で きな い。 しか しなが ら、 マル チ明細 制御子(マ ル チ明細 へ'Zダ

ー、改行 マ ー ク及 びマ ルチ明細 トレー ラ)は 、条件 に よ り省 略で きる ことが あ る(2-3-7参 照)

2-3-5TFD制 御子 の機能

TFD形 式 デー タ2は 、TFD制 御子 と呼 ばれ、TFDエ リアの コ ン トール を行 う。TFD制 御子 は、1byteの バ イナ リーの 数

値で あ るが 、あ る種 のTFD制 御子 は制御 デー タを保 持す る。制 御 デー タは固定長 で あ る(図2-8を 参 照)

〔縮 小 モ ー ド〕

制 御 タ グ 制

(X`FO'徒 ‖

～X`FF')タ グ

1

byte数

御

タ

制

戸

一仁i

w,x・F9'。 時

〔拡 張 モー ド〕

制 御 タ グ

(X`FO'

～X`FF')

御

タ

制

ヂ

制

御

"

1

byte数

注)O内 は、制御タグ

の値を示す。

JU

,`F7',X・F9',X・FA',時

図2-8、TFD制 御 子の構造
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(1)拡 張 モ ー ド指 示子(240・X`FO')

TFDエ リアに、 この制 御 タグが 出現 す る と、それ よ り右側 のTFDエ リア は、拡張 モー ドに な り、拡張 モー ドのTFDが 存

在 す る と見なす。 拡張 モ ー ド指示子 が同 一のTFDエ リアに複数 個 存在す る場 合 は一 番左 側の拡 張 モ ー ド指 示子が 有効 で、 それ

以外 は無 視す る(図2-9を 参照)。

ヘ ッダ ー 縮小モー ド領域 X`FO'

醐

拡張モー ド領域 X`FO'

無 視

拡張モード領域

＼

トレー ラ

図2-9TFDエ リアにおける拡張モー ド指示子の機能

(2)デ ー タ長拡 張子(242・X`F2')

デ ー タ長が240byte以 上の 時、 これ を付加 す る こ とで、 デ ー タ長 が2byteで 表現 されて いる ことを示 す。 この拡 張子 は、常

に、 デー タタ グの直後 で デ ータ長 エ リアの 直前 に なけれ ば な らない。

デ ー タ長の 直前 にデ ータ長拡 張子(X`F2')が 付加す る ことで、 デー タ長の 最大 長が 、32767byteま で拡 張 され る。 通常 の

トラ ンス レーター は、デ ー タ長 が240byte以 上 にな ると 自動 的 にデ ータ長 拡張 子(X`F2')を 付加 し、 デー タ長 を2byteで 表現

.する。

尚、単 一項 目のデ ー タ長 が240byte以 上の時 は、縮小 モ ー ドで も、EIAJシ ンタ ックスル ール とは互 換性 が ない。

(3)メ ッセー ジ長指 示子(247・X`F7')

メ ッセー ジ長指示 子 は メ ッセ ー ジ長 を表す 制御 タグであ り、 制御 デ ータ と して7byteの メ ッセ ー ジ長 を保 持す る。 この制 御 タ

グは、TFDエ リアの 先頭(左 端:図2-7のTFD1の 位 置)に あ る時 のみ 有効 で、 その他 の場 所 に存在 す る時 はエ ラーで あ

る。7byteの メ ッセ ー ジ長 は、 メ ッセ ー ジ ・ トレー ラ(デ ー タセ グメ ン ト ・セパ レー ター(TYPE-Eの 時))を 除 く、 メ ッ

セー ジ長 を表す。 メ ッセー ジ長 は、十 進 キ ャラ クター表 現 であ る。

メ ッセ ー ジ長 指示 子 を用 いる時 は、 メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ーの メ ッセー ジ長 エ リア は、X'8080'に す る。

メ ッセ ージ長 指示 子 は、以下 の時 に用 い る

① 透過 モ ー ドの時(TYPE12)

メ ッセ ー ジ長が32768(byte)～9999999(byte)の 時 、図2-10に 示す よ うに用 い る(メ ッセ ー ジ長 が9

(byte)～32767(byte)の 時 は、 メ ッセ ー シ ・ヘ ッダ ーの メ ッセ ー ジ長 で表 す)。
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② 非 透 過モ ー ドの時(TYPE12)

メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダーの メ ッセ ー ジ長 エ リアを 、X'8080'に し、図2-10に 示 す よ うに用 い る。 メ ッセ ー ジ長 は9(byte

)～9999999(byte)が 許 され る。

メ ッセー ジ長 指示子 を 含むTYPEl2メ ッセ ー ジは、縮 小モ ー ドで あ って も、EIAJト ラ ンス レータ ーで は解読 不能 にな

る。

(4)バ イナ リーデー タ補 正子(248・X`F8')

TYPE12の 非 透 過モ ー ドの 時 、 この 補正 子の 直後の1byteの バ イナ リー デー タが 、補正 され てい る ことを示 す。 補 正の 方

法 は、2-6を 参照 。バ イナ リーデ ー タ補 正子 は、以 下の ケ ースの時 のみ有効 であ る。

① 縮小 モ ー ドで 、デ ータ タグ(1byte)の 直 前 にあ る時

② 拡張 モ ー ドで 、デ ータ タグ(2byte)の 直 前 、デー タタ グ第2byteの 直 前 にあ る時

③ 縮小/拡 張 モ ー ドで 、 レングス タ グ(1byte)の 直前 、デ ー タ長拡 張子 付 レ ング スタ グ(2byte)の 直前 と第2byteの 直 前

にあ る時

(5)イ ンター ナルセ グ メ ン ト指示 子(249・X`F9')

メ ッセー ジ本 体 内のTFDエ リア 内の任 意のTFDの 集合 をrイ ンターナル セ グメ ン ト』 と定義 す る。 イ ンターナ ル セ グメ ン

ト指 示子 は、イ ンター ナル セ グメ ン トの 区切 りを示 す。

① イ ンター ナルセ グ メ ン トは、 イ ン ターナル セ グメ ン ト指示 子(X'F9'),マ ル チ明細 ヘ ッダ ー(X'FA'),改 行 マ ー ク(X'FB

')お よび
マル チ明細 トレー ラ(X'FC')で 区切 られ るTFDの 集合 であ る。

② マル チ明細 にお け るセ グ メ ン ト

マル チ明細 のセ グ メ ン トは、 イ ンターナル セ グメ ン トで あ り、一つ の明細 内に イ ンターナ ルセ グ メ ン ト・セパ レー ターを

設 け る ことで 、二 つの イ ンターナ ルセ グ メ ン トに分割 す る こと も可能 で あ る。

byte数

くTFDエ リア ・

メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー メ ッセ ー ジ長

シーケンス

No

メッセー

ジ 長

X

F7 麟
1 1 5 2 1 7 (固定) /

/ 、

、

'L

メ。セージ賄 示子

'

く メ ッ セ ー ジ 長 ・ 〉 メヲ七一ジ・ト

X'8080'

図2-10TYPE12に おけ るメ ッセー ジ長 指 示子 の使 い方
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この制御 タ グは、1byteの 明細 番号 を持 つ。 明細 番号 は、1～9とA～Zま での35種 類 で あ る。す なわ ち、一 つの メッセー

ジ内 に最大35種 類 の イ ンター ナル セ グメ ン トを設 定 で きる。 イ ンターナル セ グメ ン トは 、オ プ シ ョンであ り、 トラ ンス レー タ

ーの処理 になん らの影 響 も与 えな い
。送 信 用 トラ ンス レー ターで はオ プ シ ョン指 定 に よ って 、 イ ンターナ ルセ グメ ン ト指 示子 を

挿 入す る。一方 、受信 用 トラ ンス レー ター で は、 イ ンター ナルセ グ メ ン ト指示子 を、単 純 に読み 飛 ばす(無 視す る)。

標 準 メ ッセ ー ジ上 でイ ンター ナルセ グメ ン トを設 定 し、 このセ グ メ ン トとUN/FDIFACTに お けるデ ー タセ グ メン トの

構 造 を一 致 させ るこ とに よ り、TYPE-EとUN/EDIFACTと の間 の相 互 変換 が可 能 にな る。

尚 、イ ンター ナルセ グメ ン トの 明細 番号 は、一 つ の メ ッセー ジ内でユ ニー クで なけれ ば な らない。

イ ンターナル セグ メン ト指 示子 を 含むTYPE12メ ッセー ジは、縮小 モ ー ドで あ って もEIAJト ラ ンス レー ターで は解読

不 能 にな る。

(6)マ ルチ明細 ヘ ッダー(250・X`FA')

このTFDは 、 マルチ明 細ヘ ッダ ーを表 し、 マ ルチ 明細の 始 ま りを示 す(2-3-7を 参 照)。

拡張 モ ー ドの時 は、 このTFD制 御 子 は1byteの 制御 デ ー タを保 持 し(図2-8)、 マ ルチ明 細 の番号 を明示 す る。 一 つの標

準 メ ッセ ージ内 に2っ 以上 のマ ルチ明 細が あ る時 、 この番号 を用 いて 、明示 的 に、それ ぞれ の マル チ明細 を区 別す る。明細 番号

は、1=X`31',2=X`32',・ …,9・X`39',A・X`41',B=X`42',・ …,Z=X`5A'ま で の35種 で あ る。

尚 、縮 小モ ー ドの 時 はマルチ明 細の 番号 の明 示 はな く、明 細番号 は常 にrO』 と して 扱 う。例 え ば、縮小 モ ー ドの時 にマル チ

明細 が始 ま り、 その明細 が終わ る前 に拡 張モ ー ドへ移 行 した時 は、ゼ ロ番 のマ ルチ明 細 と して 認識 す る。

通常 の送信用 トラ ンス レー ターは、 明示 的明細 番号付 マ ルチ明細 をTFDエ リアに組 み込 む時 、拡 張 モー ドに移行 させ る。

(7)マ ル チ明細 改行 マー ク(251=X`FB')

マ ルチ明細 の1行 の終わ りを示 す(2-3-7を 参照)。

(8)マ ルチ明細 トレーラ(252=X`FC')

マル チ明細の 終わ りを示す(2-3-7を 参照)。

(9)ト レー ラ(メ ッセ ー ジ ・トレーラ)(254=X`FE')

TFDエ リアの終 りを示す。 メ ッセ ー ジの終 りで もあ る。 メ ッセー ジ ・ トレー ラを兼 ね る。

00)そ の 他

TFD形 式デ ータ1の デ ータエ レメ ン トの デ ー タ長 は、 縮小形 式 の時 、最 小1byte,最 大239byteで あ り、拡 張 形式 の時 、

最小240byte,最 大32767byteで あ る。 いつれ の場 合 も、Obyteは 許 され ない。
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表2-4 TFD制 御子の制御タグの値と機能

制 御 タ グ の 値 デ自

1身

夕の

長長

さ

項 目Nα の 割 当(意 味 及 び 機 能)拡 張モ ー ド 縮小モー ド

Hex Dec 長さ Hex Dec 長さ

FO 240

　

1 FO 240 1 0

拡 張 モー ド指 示子 。 このデ ータ ・タグが 出現 す るまで は 、縮 小 モー ドであ り、 こ

のデ ー タ ・タグが 出現 した後 は、拡 張モ ー ドにな る。拡 張 モ ー ドに な った後 、 こ

の デ ー タ ・タグが 出現 して も、無視 され る。

F1 241 1 無効 無効 無効 0 使用禁止(リ ザーブ),(制 御タグ 未定義)

F2 242 1 F2 242 1 0 　データ長拡 張子 データ長工llアの 直前 にな ければ な らな い。 データ長 が2byteに な る。

臼

～

田

243

～

246

1
1

1
無効 無効 無効 0 使用禁止(リ ザーブ),(制 御タグ 未定義)

1

F7 247 1 F7 247 1 0

メッセづ長指 示 子 メッセージヘッヂ の メッセージ長 で メッセージの 長 さが表 せ ない時、 メッセージ長

エリアの値 をX'808σ と し、 この制 御 タ グに続 く7文 字 の数 値 で メッセージ長 を表す 。
　この制 御タ グは

、TFDエ リアの 先頭 に なけれ ばな ち ない。

F8 248 1 F8 248 1 0 非透 過モードの 時の バイナリデーク補正指 示子 直後 の1byteの バイナリデータの 補正 を表す 。

F9 249 1 F9 249 1 0

インターナルセグメント指 示子 を表 す。第2byteが インターナルセグメン}の番号 を表 し、1～Zの35

個 の インターナルセグル トが 使え る。

FA 250 1 FA 250 1 0

マ ルチ明細 のヘ ッダーを表 す。第2byteが マル チ明細 の番 号 を表 し、1～Zの35

個の 明示的 複数 マ ルチ明細 が使え る。

縮 小 モ ー ドで は、W3(yは`Fκ で表 せ られ`FA32～`FA5κ は使 用で きな い。

FB 251 1 FB 251 1 0 マルチ明細改行マーク(マ ルチ明細の改行を表す。)

FC 252 1 FC 252 1 0 マルチ明細 トレーラー(マ ルチ明細の終わりを表す。)

FD 253 1 無効 無効 無効 0 使用禁止(リ ザーブ),(制 御タグ 未定義)

FE 254 1 FE 254 1 0 メ ッセー ジの トレー ラー,メ ッセ ー ジの終 わ りを表 す。

FF 255 1 無効 無効 無効 0 使用禁止(リ ザーブ),(制 御夕久 未定義)
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2-3-6デ ー タタ グと項 目No.

標準 メ ッセー ジや デ ータエ レメ ン ト・デ ィ レク トリーで は、設 計 や メ ンテ ナ ンスの 合理 化のため に、 デー タエ レメ ン トに整理 番

号を 付け 、項 目No.とす る。CIIシ ンタ ッ クスル ールで は 、 この 項 目NoとTFD形 式 デ ータ1の デー タタ グの 値 を一致 させ る こと

に よ り、 トラ ンス レー タの変換 テー ブルの運 用を効率 化 させ る。 従 って 、新 しい項 目を標準 メッセ ー ジやデ ー タエ レメ ン ト ・デ ィ

レ ク トリーに追 加す る時 は 、あ る規 則 に従 って、 その追 加項 目の 項 目Noを 定 め る。 この規則 を、項 目Nα割 当計 画 と呼.SfO表2-5

は 、産 業 情報 化推進 セ ンターが推奨 す る割 当計 画で あ る。

表2-5 項 目Na割 当 計 画

データタグの値 デ自

1身

夕の

長長

さ

項 目Nα の 割 当(意 味 及 び 機 能)

　

拡 張モ ー ド 縮小モー ド

Hex Dec 長さ Hex Dec 長さ

0000

　

0

　　

2 00 000

　

1 1

　 　　

使 用 禁 止

0001

～

00EF

1

～

239

1
2

1

01

～

EF

001

～

239

1
1

1

1

又 は

2

一般 項 目(8bit文 字16bit文 字)の 項 目Noを 表す 。(9,X属 性 の デー タの

み使用 し、デ ー タ長 エ リアが1byte(項 目デ ータ長 が239byte以 下)の 時 、EI

AJ標 準 との 互換 性領 域)

00FO

～

EA5F

240

～

59999

1
2

1
無効 無効 無効

1

又 は

2

一般 項 目(8bit文 字16bit文 字)の 項 目Noを 表 す
。

EE48

～

EFFF

61000

～

61439

1
2

1
無効 無効 無効

1

又 は

2

使用禁止(リ ザーブ 未定義)
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2-3-7デ ー タの 繰 り返 し(繰 り返 しルール:表 型 式デ ー タ)

同一 メ ッセ ー ジ内のTFDエ リアで は、同一 の デー タタ グ値を持 つTFD形 式 デ ー タ1のTFD(デ ー タ項 目)を2個 以上 含め

る ことは原則 と してで きな い。 同一 の デー タタ グ値を持つTFD形 式 デー タ1を 複数 個 含め るため に は、繰 り返 しル ール を用 い る。

(1)単 独項 目の暗 示的繰 り返 し

同一 のデ ータ タグ値のTFDを 単 純 に複数 個並べ るこ とで 、同一 メ ッセ ー ジ上 で、同一 項 目を複 数個 伝送 で き る。 この場 合 、

同一項 目(TFD)を 隣 合 うよ うに並べ 、送 信側 と受信 側で メ ッセ ー ジ内 での 項 目の順 番の管 理 を、厳 密 に行わ な けれ ばな らな

い。 この方式 は運 用 ミス を起 こ しやす く、推 奨で きな い。 なるべ く、セ グ メ ン ト化す る。

② マルチ明細

い くっかのTFD(デ ー タタ グ値 は、それ ぞれ異 な る)を 集 めて セ グメ ン トと し、 セ グメ ン ト単 位で 明示 的 に繰 り返 しを行 う

もので 、表型式 デ ータの{云きに適用 す る。 セ グメ ン トは一 つのTFDで 構 成 して もよ い。

図2-11の よ うに 、最初 の セ グ メン トの先頭 に、マル チ明細 ヘ ッダー,セ グ メ ン トとセ グメ ン トの間 に、 改行 マー 久 最 後 の

セ グメ ン トの終 わ りに、 マル チ明細 トレー ラーを セ ッ トす る。 また 、必要 に応 じて 各 セグ メ ン ト内の任 意のTFDを 省略 で きる。

同一セ グ メ ン ト内のす べて のTFDが 省 略 され た時 は、 改行 マー クだ けが残 され る(図2-12)。

∈ セグ メ ン ト1 ∋ く セ グメ ン ト2 〉 ∈ セ グメ ン ト3 〉

TFD1-1 TFD2-1 TFD3-1 TFD1-2 TFD2-2 TFD3-2 TFD1-3 TFD2-3 TFD3-3

/L

マ ル チ 明 細 メ 。 ダ ー

縮 小 モ ー ド250・X`FA'

拡 張 モ ー ド64049・X`FA31'

L改 行 マー ク(251。x・FB') L改三元㌶ 漂
25_」

図2-11マ ルチ 明細

く セ グメ ン ト1 〉 く セ グメ ン ト3 〉

TFD1-1 TFD2-1 TFD3-1 TFD七3TFD2-3 TFD3-3

麗 質 蕊;1一 ト・一・(252・X・FC')1
改 行 マ ー ク(251;X`FB')

セ グ メ ン ト2の 省 略

図2-12マ ルチ 明細(図2-11のTFD1-2,TFD2-2,TFD3-2が 省略 され た時)
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(3)マ ルチ明細 の複数化

縮小 モ ー ドでは・暗示 的 にマル チ明細 の複数 化 が で きる。 この場 合、図2-13に 示す よ うに、 左側 のマ ルチ明細 の省 略を 行 う

時 は、少 な くと もマル チ明細 ヘ ッダー とマル チ明細 トレーラ ーは残 す ことが 望 ま しい。

TFDエ リア

マルチ明細 トレーラ マルチ明細ヘッダー

マルチ明細ヘ ッダー マルチ明細 トレーラ

(第1マ ルチ明細)

図2-13縮 小モー ドにおけるマルチ明細の複数化

拡張モードでは、マルチ明細の番号によって明示的にマルチ明細の複数化を行う。この場合、任意のマルチ明細が省略が可能

である(図2-14参 照)

TFDエ リア

マルチ 明細 トレーラ マル チ明細ヘ ッダー

マ ル チ 明 細 ヘ ッダ ー(252=X`FC')(64051・X`FA33')

(64049=X`FA31')

図2-14拡 張 モ ー ドに お け る マ ル チ 明 細 の複 数 化(第2マ ル チ 明 細 の 省 略)

マ ル チ 明 細 トレー ラ

(252=X`FC')

(4)マ ルチ明細のネスト化(拡 張モー ド)

拡張モードでは、マルチ明細のネスト化ができる。図2-15に 示すように、3次 元以上の表型式データで用いる。各レベルで

のマルチ明細ヘッダーの明細番号は、異なる番号を用いる。また、任意のTFD,セ グメントおよびマルチ明細の全体を省略で

きる。しかしながら・レベル2の セグメントが省略されない場合、レベル1の セグメントのマルチ明細ヘッダーとマルチ明細 ト

レーbは 省略しないことも可能であるが、このことによって誤動作する受信用 トランスレータもある。一般的にn〈mの 時、レ

ベルmの セグメントが省略されない場合、レベルnの マルチ明細ヘッダーとマルチ明細 トレーラを省略しない時は、注意を要す

る。

縮小モードでのマルチ明細のネスト化は、禁止する。多くの送信用 トランスレーターは、明細番号無のマルチ明細によるネス

ト化を検出した場合、自動的にエラー処理を行う。
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一
2-3-8縮 小/拡 張モードとマルチ明細の関係

(1)マ ルチ明細中での拡張モー ドへの移行

縮小モード中の明細番号無マルチ明細の途中で、拡張モードへ移行した時はそのマルチ明細は、rO』 番の明細番号付マルチ

明細と見なす。

(2)拡 張モード中の明細番号無マルチ明細

拡張モード中では、明細番号無マルチ明細ヘッダーの使用は許されない。従って、拡張モー ド中に明細番号無マルチ明細が出

現 した時(ト ランスレーターの変換テーブルでこのような指定のケースがある)は 、強制的にrO』 番の明細番号を付加する。

従って、拡張モードの 『0』番マルチ明細と縮小モードにおけるマルチ明細は、同一明細として取り扱 う。

2-3-9メ ッセ ー ジ ・トレー ラ

TFDエ リアの終 わ りを示すTFD制 御子(1byteの 数 値(254・X`FE'))で 、一 つ の メ ッセ ー ジの終 わ りを も示す。 メ ッセ ー

ジ ・トレー ラを兼 ね る。

品 名 発送日 数 量

く レベル1セグメント

レベル2セグメント

〉

、 〉

TFD1-1

レベ ル1
≡ヨ

TFD1-1. 万 ブ雪囲2一難 狸膿－H ,

ヨ

:

X

レ ル2

＼̀
FA31'X`FA32'

/

・TFD2ヨ2
腿D3一 韮2

へ

.TF賂r3 将D蹴3

TFD1-2

TFD2-21 TFD3-21

TFD2-22 TFD3-22 ブTFO2-11 丁即3ヨ1 ・・狸D2"韮2 ・.TFD3ヨ2.
・↑FD2-13

TPD3一 正3

TFD2-23 TFD3-23

員 ・・チ明細・・ヂ 騨 緬 ケ ・・チ明細トト・

図2-15マ ル チ明細 の ネス テ ィング
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2-4メ ッセ ージの格納 構造(TYPE12分 割 モー ド)

TYPE12の 通 常 モー ドで は、一つ の可 変長の メ ッセ ー ジを一 つ の可変 長 レコー ドに格 納す る。一 方、分 割 モ ー ドで は一つの

可 変長 メ ッセー ジを250byteつ つ に分 割 して 、1個 あ るいはn個 の251byteの 固定 長 レコー ドに収 容す る。す なわ ち、分割 モ

ー ドの 時 はメ ッセ ー ジの内容 自体 は同一 で
、論理 レコー ドへ の格納 方 法が異 な る。

レコー ドの分割 は、以 下の よ うに行わ れ る。

1byte～250byte1レ コー ド

251byte～500byte2レ コー ド

メ ッセー ジ長501byte～750byte3レ コー ド 物 理 レコー ド数

(分割謝1仔 を ・ ●

250*(n-1)+1byte～250*nbytenレ コー ド

分割 され た メ ッセ ー ジ(250byte)の 左 先 頭に、分 割 識別子(1byte)を 追 加 した251byteの デー タが 分割 化 レコー ドとな る。 分

割 識男1仔は、 レコー ドの 順番 チ ェ ックと最終 レコー ドの検 出の ため に、次 のよ うに付 番す る。文 字 コー ドは、原 則 と してJIS-XO20

1で あ る。

1・X`31'→2・X`32'→ … ・→8・X`38'→1・X`31'→2・X`32'→ … ・→5・X`35'→9・X`39'(最 終 レコー ド)

っ ま り、1,2,3,・ … の順で8ま で行 き、ふ た た び1か ら8ま で番号 を付 ける。1～8ま での繰 り返 しで あ る。 そ して 、最

終 レコー ドは、常 に9を 付 ける。図2-16は 、4っ に分割 され た例を 示す。 最終 レコー ドの右余 白には、 ブ ラ ンク(・X`20')を 満 た

す 。

尚、 メ ッセー ジ長 が250byte以 下 の時(分 割識 別 子を 除 く)は 、1レ コー ドに格納 され、分 割識 別子 は、9・X`39'で あ る。

く 850byte /

∨

Hex表示

変更

39

…

…

TYPE12メ ッセ ー ジ

i
I

1レ コー ド 第2レ コー ド 第3レ コー ド ミレコー ドr`/＼
〆

31 32 33 39

`

ii
ii

書

オールアランク

1= ::=:芸:=:==:=::=:=:==

/ 、 / 、

←100

byte→

←150byte→∈250byte 〉 く250byte∋ <250byteう

〉分割翻1仔 ・ TYPE12メ ッセージ ∈251byte Hex表 示

図2-16TYPE12分 割化 固定 長 レコー ド(4分 割 の例)
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2-5メ ッセ ー ジ グ ル ー プ ・ トレ ー ラ

メ ッセ ー ジ グ ル ー プ ・ トレ ー ラ は 、TYPE12で 用 い られ る トレー ラ で 、 図2-17で 示 す251byteの 固 定 フ ォー マ ッ トで あ

る。 一 つ の メ ッセ ー ジ グ ル ー プ ・ トレー ラ は 、一 つ の251byte長 の レコ ー ドに格 納 され る。

TYPE12(251byte)

最 終 シー

ケンス

番 号

トー タル項 目No

リザ ー ブ項目合計1 項目合計2

→ 1 1 5 15 15 214,

!

b㌦te数

'L

。。一ド区分(H馴
一 分割 識別 子(0=XOO9)

図2-1了 メ ッセ ー ジグ ループ ・トレー ラ(TYPE12)

2-5-1メ ッセ ー ジグル ー プ ・トレー ラ ・レコー ドの詳 細

① 分 割識 別子(0・X`30')ヘ ッダー も しくは トレー ラー ・レコー ドで あ る ことを示す 。

② レコー ド区 分(E・X`45')メ ッセー ジク"ルー プ ・トレーラで あ る ことを示 す。

③ 最 終 シー ケ ンスNo.(数 値15桁 アンパック型 式)直 前 の メ ッセ ー ジの シー ケ ンスNo.であ る。 す なわ ち、 メ ッセ ー ジの数 を表 す。

メ ッセ ー ジが0件 の時 は、0に な る。 文字 コー ドはJIS-XO201を 用 い る。

④ トー タル項 目No.

項 目合 計1(数 値15桁 アンパック型 式)チ ェ ック用 トー タル数 値1、 文 字 コー ドは、JIS-XO201を 用 い る。

項 目合 計2(数 値15桁 アンパック 型式)チ ェ ック用 トー タル数 値2、 文字 コー ドは、JIS-XO201を 用 いる。

⑤ リザ ー ブ(文 字214byte)将 来 の拡 張エ リア(allブランク・X`20')

2-5-2チ ェ ック用 トー タル数値 の算 出方法

メ ッセ ー ジグル ープ ・ヘ ッダー で指定 され た項 目No.(データ・タグ値)の 数 値デ ータを メ ッセ ー ジ中 か ら取 り出 し、全 体の桁 数 が15桁

よ り小 さい時 は、左側 に0を 必 要 な数だ け追加 し、全体 の桁 数が16桁 以上 の時 は、16桁 以 上 を カ ッ トして15桁 に して、加 算 す る。和

が16桁 以上 にな る時 は、 その都 度16桁 以 上を カ ッ トして15桁 にす る。一 つの メ ッセ ー ジグ ルー プ内の総 計 を、チ ェ ック用 トー タル

数 値 とす る。項 目1と 項 目2そ れ ぞれ独立 に、チ ェ ック値 を計算 す る。

メ ッセ ー ジグル ープ ・ヘ ッダー の拡張 モ ー ド指 示子 で、縮 小モ ー ド(ブランク又 はS)が 設 定 され て いる場合 に は、第1ト ー タル項

目ナ ンバ ー ・エ リアで指示 された項 目No.(3桁)の 値 でチ ェ ック値 を計算 し、拡 張 モ ー ド(E)が 設 定 されて いる場 合に は、第2

トー タル項 目ナ ンバ ー ・エ リアで指 示 された項 目Nα(5桁)の 値 でチ ェ ック値 を計算 す る。

尚 、 ブラ ンク(・X`20')又 は0(・X`30')の 項 目Noが 指定 され て場合 には、項 目合計 につ いて は、 チ ェ ック用 トー タル数 値 を算

出せず0・X`30'と す る。
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2-6非 透過 モー ド時 の文字 コー ドの変換 お よびバ イナ リーデ ータの補 正

メ ッセー ジグル ープ ・ヘ ッダーの非 透過 モ ー ド指示 子 で、非 透過 モ ー ド(==M)が 設定 され た場 合、以下 の よ うに、文 字 コー ド

の 変換 お よびバ イナ リー デー タの 補正 が行 われ る。 尚、非 透過 モ ー ドで は、JIS-XO201とJIS-XO208以 外 の文字

をデ ー タに用 い ること は許 され な い。 尚 、詳細 は、文 字 コー ド表 を参照 す る こと。

2-6-1文 字(JIS-XO201とJISTXO208)の 変換

X`20'～X`3F'を 、X`80'～X`9F'に 変 換 し、伝 送す る。 この 変換 は、 トラ ンス レー ターで 行わ れ る。 尚、 メ ッセ ー ジグルー プ

・ヘ ッダー と メッセー ジグル ープ ・トレー ラの分割 識別 子 にっ いて は
、 この変換 か ら除外 され る(表2-6参 照)。

2-6-2バ イナ リーデ ー タの補 正

(1)メ ッセー ジ ・ヘ ッダーの メッセ ー ジ長

メッセー ジ ・ヘ ッダーの メッセ ー ジ長 は、X'8080'に 置 き換 え 、 メ ッセ ー ジ長指 示子 によ って 、 メ ッセ ー ジ長 を表 す。

② デー タタグお よび レングス タグの補 正

表2-7に 従 って、補 正 を行 う。補 正 を行 うバ イナ リーデ ー タの 直前 に は非透過 モ ー ド ・バ イナ リー デー タ補正指 示子(X`F8

')を 追加 す る
。表2-7で 、下線 が 付 いて い るデ ータ は必 ず補 正 しな ければ な らな い(例 えば 、X`01'→X`F881')。 一方O

が付 いて い るデ ー タの 補正 は任意 で あ る。 例え ば、X`14'は 、無補 正で もX`14'→X`F894'の よ うに補正 して も、 どち らで もよ

い。X`40'の よ うに 、無補正 が指 示 されて い るデ ータ は、補正 して はいけ な い。

例)X`00'一 →X`F880',X`F8'一 →X`F8C8'

X`40'一 一一一一一>X`40',X`FF'一 一ーー一>X`F8CF'

表2-6非 透 過モ ー ド時 の文字 コー ドの 変換

数値 変換値 数値 変換値 数値 変換値

20→80 30→90 40・

21->81 31→ ・91

22→82 32→92

23→ ・83 33→93 ・変換 無

24→ ・84 34→94

25→85 35→95

26→86 36→96
Ψ

27→87 37→97 7Fノ

28->88 38→98 AO・

29→89 39→99

2A→8A 3A→9A

2B→8B 3B→9B ・変換 無

2C→8C 3C→9C

2D→8D 3D→9D

2E→8E 3E→9E w

2F->8F 3F→9F DF・

(注)メ ッセージグループ・ヘワダーとトレーラの 分割識 別子

及 びバ イナ リーデ ータ以外 に適 用,

嚢 中の値 は、す べてHex表 示

表2-7非 透 過 モ ー ド時 のバ イナ リーデ ー タの補正

数値 補性値 数値 補性{直 数値 補性{直

、

数値 補性値 数イ直 補性f直

00→80

01→81

02→82

03→83

04→ ・84

05→85

06→86

10→90

(11→91)

(12→92)

(13→93)

(14→94)

15→95

16→96

17→97

(20→ ・AO)

(21→A1)

(22→A2)

(23→A3)

(24→A4)

(25→ ・A5)

26→A6

(30→BO)

(31→B1)

32→B2

(33->B3)

(34→B4)

(35→B5)

(36→B6)

37→B7

40・

・補 正 無

Ψ

F7'

F8→C8

(07→87)

(08→88)

(09→89)

(OA->8A)

(OB→8B)

(OC→8C)

(OD->8D)

(OE->8E)

(OF→8F)

(18→98)

(19->99)

(1A→9A)

(1B→9B)

(1C→9C)

(1D→9D)

(1E→9E)

(1F→9F)

(27→A7)

(28→A8)

(29→A9)

(2A→ 脚

(2B→AB)

(2C→AC)

2D→AD

2E→AE

(2F今AF)

(38→B8)

(39→B9)

(3A→BA)

(3B→BB)

(3C→BC)

3D→BD

(3E→BE)

(3F→BF)

F9・

い 補正無
FE/

FF→ ・CF

(注)デ ー タ タグ、制 御 タ グ及 び レングス タグのバ イナ リーデ ー タに適 用

表 中の 値 は、す べてHex表 示
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3.Cllシ ンタ ックスル ールの 詳細(TYPE-E)

TYPE-Eは 、将来 、UN/EDIFACTと 並行使 用す る時 に備え て用 意 され るオプ シ ョンで 、ヘ ッダー と トレー ラにISO

9735の シ ンタ ックスルー ルを取 り入 れ、電 文全 体がISO9735と 同一 の セ グ メ ン ト構成 ル ール に従 って、 コーデ ィング され

る。 文字 コー ドは 、JlS-Xo201(8bit文 字)とJIS-XO208(16bit文 字)の 使用 を義 務 づ ける。

以 下の 記述 では、8bitを1byteと 記述 し、X`1A'は 、Hex表 示 を併用す る。又 、誤 解を避 けるた め に、例 えば 、キ ャラ クターC

は、C(・X`43)の よ うにHex表 示 を 併用 す る。又 、図示 され た フ ォー マ ッ ト中の 値 は、 すべてHex表 す もの とす る。 さ らに 、特 に断 ら

な いか ぎ り、バ イナ リー とは、符号 無2進 数 とす る。

3-1交 換 の階層

TYPE-Eの 交換 の階層 は 、ISO9735と 同一 であ る。 詳細 は、ISO9735の 規 格書 を参照 され たい。 尚、機 能 グル ー プは用 いな

い。 従 ってUNGセ グ メン トとUNEセ グメ ン トは用 いな い。

3-2UNAセ グメ ン トとUNBセ グ メ ン ト

UNA,UNBセ グメ ン トの構 造 は 、ISO9735と 同一 で、TYPE12に お け るメ ッセー ジグル ープ ・ヘ ッダー に相 当 す る。U

NAセ グ メ ン トはオプ シ ョンで あ るが、使 用 を義務 づ ける。

(1)UNAセ グ メ ン ト

①

②

③ ノ1・数点記号文字

④ リリース記号

⑤

(2)UNBセ グメント

コ ンポ ー ネ ン ト ・デ ー タ エ レ メ ン ト ・セ パ レー タ

デ 一夕エ レメ ン ト ・セパ レー タ

セ グメ ン ト ・セパ レ一 夕

=X`FC'

=X`FF'

ニX`2F'

=X`FD'

=X`FE'

以 下 に、TYPE-EとTYPE12の メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー との対 応を示 す。 文字 コー'ドは、JIS-XO201を 使 用す

る。 尚、TYPE-Eで は、 発信 者 コー ド,受 信者 コー ド,ト ー タル項 目No.および フ ォー マ ッ トIDは 使用 しな い。

SOO1

0001

0002

SOO2

0004

0007

0008

SOO3

0010

0007

0014

シンタックス識別記号

シンタックス識別記号

シンタックスバージョン番号

交換送信者

送信者meiJコ ー ド

識別コー ド修飾子

戻 り経路用アドレス

交換受信者

受信者識別コー ド

識別コー ド修飾子

経路ア ドレス

(文字4byte)

(数値lbyte)

(文 字35byte-Max)

(文 字4byte-Max)

(文 字14byte-Max)

(文 字35byte-Max)

(文 字4byte-Max)

(文 字14byte-Max)

CIIB=X`43494942'

1=X`31'

発 信セ ンター コー ド(12文 字)

使 用 しない。

(発信者)所 属VANコ ー ド(12文 字)

発信 セ ンタ ー コー ド(12文 字)

使 用 しな い。

(発信 者)所 属VANコ ー ド(12文 字)
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SOO4

0017

0014

0020

SOO5

0022

0025

0026

0029

0031

0032

0035

作 成 日付

日付(数1直6byte)

時 間(数 値4byte)

交 換 コ ン トロー ル参 照 番号(文 字14byte-Max)

受 信者参 照番 号,パ スワー ド

受信 者参照 パスワード(文 字14byte-Max)

パスワード修飾 子(文 字2byte)

アブ|1ケーション参照 番号(文 字14byte-Max)

処 理 優SVlI頁位 コー ド(文 字1byte)

受 信確 認要求(数 値1byte)

通 信 協定識 別(文 字35byte-Max)

テ ス ト指 示記 号(数 値1byte)

作 成 日付

作 成時 刻(秒 は使用 しな い)

任 意の 値 とす る。受 信確認 要求 をす ると きは、AllO・X`30'等 を

使 用 しない。

使用 しない。

使 用 しない。

BPID(8桁)+情 報区 分(4桁)

使用 しな い。

受 信確認 要求 をす る時 は、1・X`31'、 しな い時 は、省 略か0・X`30'

使用 しな い。

運 用モ ー ド(通 常 モ ー ドは、O・X`30'を 使 用)

3-3メ ッセー ジの構造(TYPE-E)

TYPE12に お けるメ ッセー ジ ・ヘ ッダーがUNHセ グメ ン トに 、TFDエ リアがCIIセ グ メ ン トに、 メ ッセ ー ジ ・ トレー

ラがUNTセ グメ ン トにそれ ぞれ置 き換 え られ る(図2-18参 照)。

TYPEI2 ・

一

ジ

ダ
ー

ツ

セ

ヘ

ツメ

TYPE-E UNH

ト レー ラ

図2-18TYPE12とTYPE-Eと の 対応
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3-3-1UNHセ グ メン ト

UNHセ グ メ ン トは、ISO9735と 同一 で あ る。以 下 に、TYPE12の メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダー との 対応 を示す。 文字 コー

ドは、JIS-xo201を 使用 す る。

0062メ ッセ ー ジ参照 番号(文 字14byte-Max)シ ーケ ンスNo.(5桁)

SOO9メ ッセージ修飾子

0065メ ッセージ・タイプ(文 字6byte-Max)情 報 区分(4文 字)

0052メ ッセージ・バージョン番号(数 値3byte-Max)版(2文 字)

0054メ ッセージ1川一ス番号(数 値3byte-Max)使 用 しな い。

0051管 理 機関 コー ド(文 字2byte)使 用 しな い。

0057協 会 指定 コー ド(文 字6byte-Max)使 用 しな い。

0068共 通 ア クセス参照 番 号(文 字35byte-Max)使 用 しな い。

SO10数 次更 新型 デー タの 伝送状 況

0070伝 送 の シーケ ンス(数 値2byte-Max)使 用 しな い。

0073初 回 伝送 か最終伝 送 か(文 字1byte)使 用 しない。

3-3-2CIIセ グメ ン ト

TYPE12の メ ッセ ー ジの メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダーが 変更 され た メ ッセー ジが、 その ま まCIIセ グメ ン トと して用 い られ る。

TYPE12の メ ッセ ー ジ

セ グメ ン ト ・タ グ部

1 1

シーケンス

No.

5

メッセー

ジ 長

2

TFD1 TFD2

可変長

レ コー ド区 分(D・X`44')

分 割 識 別 子(9・X`39')

.TFDn

ト

レ

ー

ラ

ー

-

(X`FE')

byte数

TYPE-EのCIIセ グメ ン ト デ ー タセ グ メ ン ト・セパ レ一 夕
↓

→

ヘ ッダー
'

TFD1 TFD2 ・.・.・ ◆ ・ ● ● ◆ ● ・ ・ TFDn

ト

レ

1

ラ

セグメント

タグ

メッセージ長

3 1 5 1、 可 変長 ・ 〉

ノ'L

デ 一 夕エ レメ 。 ト.セ パ レ一 夕(=X`FF')(x剛 」

-CII(=X`434949')

byte数

図2-19TYPE-EのCllセ グ メ ン ト
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① セ グメ ン トタグ(文 字3byte)

② メ ッセ ー ジ長(文 字5byte)

CII(=X`434949')

メ ッセ ー ジ長 は、 ア ンパ ック形 式の数 字5桁 が用 い られ る。文 字 コー ドは、JIS

-XO201を 用 い る
。 メ ッセー ジ長 が 、32767byteよ りも長 い時 は、 メ ッセ

ー ジ長 エ リアを99999と し
、 メ ッセー ジ長指示子 によ り、図2-19のTFD

1の 位 置で 、ア ンパ ック形 式 の数字7桁 で表 す。

尚 、TFD内 の バ イナ リー デ ータで 、デ リ ミター と衝突 す るデー タ にっ いて は、 リリー ス文字(・X`FD')の 付加 を行 う。拡 張 モー

ドのデ ータ タグの 第2byte(X'FC'以 上 の 時),拡 張 形式 の レングス タ グ(デ ータ長)の 第2byte(X'FC'以 上 の時)お よ びマル

チ 明細 トレーラ(X'FC')が 、 衝突す る。

例)X`02FE'一 一 →X`02FDFE'

X`FCFE'一 一一→X`FDFCFDFE'

3-3-3UNTセ グ メ ン ト

UNTセ グ メン トは、ISO9735と 同一 で あ る。TYPE12の メ ッセ ー ジ ・トレーラ(X`FE')に 対応 す る。文 字 コー ドは

JIS-XO201を 使 用す る。

0074

0062

メッセージ内 の セグメント 数

メッセージ参 照 番 号

(数値6byte-Max)UNHとUNTを 含む セ グ メ ン ト数

(文字14byte-Max)UNHの0062と 同一 の値(シ ーケ ンスNo.(5桁))

3-4UNZセ グメ ン ト

UNZセ グメ ン トは、ISO9735と 同一で あ る。TYPE12に お け るメ ッセ ー ジ グル ープ ・トレー ラに対応 す る。文 字 コ

ー ドは
、JIS-XO201を 使 用す る。 尚、TYPE-Eで は、 トータル項 目No.(項 目合計1,項 目合 計2)は 、使 用 しな い。

0036

0020

交 換 コントロール・カウント

交 換 コントロール参 照 番 号

(数値6byte-Max)メ ッセ ー ジの総数(最 終 シーケ ンス番号(5桁))

(文字14byte-Max)UNBの0020と 同一 とす る。

3-5メ ッセ ージの格納 構造(TYPE-E)

TYPE-Eで は、UNAセ グ メ ン トとUNBセ グメ ン トを同一 の レコー ドに格納 し、その 他の セ グメ ン トにっ いて は、一つ の

セ グメ ン トを一つ の可変 長 レコー ドに格 納 す る。
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4.シ ス テム運用 電文 フ ォー マ ッ ト

システム運用 電文 は、デ ー タ交換 に係 わ る システ ム運 用 を円滑 に行 うた めにあ る メ ッセ ー ジで あ り、受 信 確認 メ ッセー ジとゼ ロ

件 メッセー ジの2種 類が あ る。

受 信確 認 メ ッセ ー ジと は、業 務 メッセー ジの受信 済 ステ ー タスを、 業務 メ ッセ ー ジの受信 者か ら送 信者 へ知 らせ るメ ッセ ー ジで

あ り、 この メ ッセ ー ジの発信 は、業 務上 の約 束の 成立 を意味 しない。 例え ば、発 注 メ ッセ ー ジの 受信 済 ステ ー タスを この メ ッセ ー

ジで送信 者へ 通知 して も、発注 契約 は成 立 しな い。受信 確認 メ ッセ ー ジは、 システム 上の電 文受 信が 成功 した ことを 、送信 者 に伝

達 す る もので あ る。

ゼ ロ件 メ ッセ ー ジは、受 信者 に対 して、送 信す べ きメ ッセー ジ件数 がゼ 己(無)で あ る ことを伝達 す るた め に用 い る メ ッセー ジ

で あ る。

4-1受 信確 認 メ ッセー ジの構 造(TYPE12)

TYPEl2の 受信 確認 メ ッセ ー ジの構造 を 、図2-20に 示 す。

e

∫当
Hぺ

→

メッセージグループ・ヘッダー

シーケン

スNα

受 信 メッセージグループ・

ヘッ外 前 半 の 内 容

同 トレーラ

の内容

エラー

フラグ

日付

時刻 リザ ー ブ メッセージグループ・}レーラ

1 250 1 1 5 1 128 1 36 10 12 56 1 250

L分 書、j区分(H馴 ↑_分書、」区分(仕X⑰t分 割区分ぽ 馴

byte数

図2-20TYPE12の 受信 確認 メ ッセー ジ

以下 に、TYPE12の 受 信確 認 メ ッセー ジの詳 細を示 す。 文字 コー ドは、JIS-XO201を 使 用す る。

① メッセージグループ・ヘッダー

i)情 報 区 分 コ ー ド

五)

iii)フt－ マットID

iv)そ の 他 の 項 目

② 受 信 確 認 メ ッセ ー ジ

i)レ コー ド区 分

li)シ ー ケ ンスNo.

トー タル項 目ナ ンバ(文 字3byte*2)

(文字251byte)

(文字4byte)

(文字2byte)

(文字251byte)

(文字1byte)

(数 値5byte)

苗)受 信 メッセージグループ・ヘッダーの 内 容(文 字129byte)

iv)同 トレーラの 内容

v)エ ラー フラ グ

vi)(作 成)日 付 時刻

亘)リ ザー ブ

(文字37byte)

(文字2byte*5)

(文字12byte)

(文字56byte)

図2-6と 同一 の固定 フ ォーマ ッ ト

9001=(X`39303031')

allブ ランク=X`20'(ハ ッ シ ュ ・ トー タ ル 無)

縮 小 モ ー ド ・(10・X`3130')

図 一5と 同 一 内 容

デ ータ レコー ド(受 信 確認 メ ッセ ー ジ)で あ る こ とを 示す(D・x`44')。

通常 、00001・x`3030303031'

受信 に成功 した メ ッセ ージ グル ー プ ・ヘ ッダーの 分割 識別子 ～作 成 日付 時刻 ま

での129byteの コ ピー

受信 に成 功 した メ ッセ ー ジグル ー プ ・トレー ラの分 割翻ll子 ～ トー タル項 目No.

(項 目合計2)ま で の37byteの コ ピー

受信 デー タ処理 時 にエ ラーが発生 した時 、エ ラー コー ドを セ ッ トす る。aUブ ラ

ンク ・X`20'の 時 、エ ラー無 とす る。

当該受 信確 認 メ ッセー ジの 作成時 刻(YYMMDDHHMMSSタ イ プ)

将来 の拡張 エ リア(allブ ランク・X`20')
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③ メッセージグループ・トレーラ(文 字251byte)図2-16と 同一の 固定 フ ォー マ ッ ト

i)最 終 シーケ ンス番号(数 値5byte)通 常 、00001・x`3030303031'

li)ト ー タル項 目No.(数 値15byte*2)allブ ランク ・X`20'(ハ ッシ ュ ・トー タル無)

ii)そ の他 の項 目 図2-16と 同一 内容

尚、受 信確認 メ ッセ ー ジは、一組 の メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー とメ ッセ ー ジグル ープ ・トレー ラの中 に、複数 個入 れ るこ と

も可 能 であ る。

4-2受 信確認 メ ッセ ー ジの構造(TYPE-E)

TYPE-Eの 受 信確 認 メ ッセ ー ジは、図2-21に 示 す よ うに、UNAsUNB,UNH,UNTお よ びUNZセ グメ ン トで構

成 され る。文 字 コー ドは、JIS-XO201を 使用 す る。 尚 、一 組 のUNA,UNB,UNZセ グメ ン トの中 に、複 数 のUNH,UNT

セ グメ ン トの対を入 れ る ことがで き る。 ・

UNA UNB UNH UNT UNZ

図2-21TYPE-E受 信確認 メ ッセ ー ジの構 造

(1)UNAセ グメ ン ト3-2を 参 照

(2)UNBセ グメ ン ト

①0026ア プリケーション参 照 番号 一 ・…BPID(8桁)+情 報 区分(9001-(X`39303031'))

②0031受 信 確認 要求 使用 しな い(省 略 か0・X`30')。 受 信確 認要 求 を、 して はい けな い。

③ その他 の項 目は、3-2を 参照

(3)UNHセ グメ ン ト

①0065メ ッセージ・タイプ 情報 区分

②0068共 通 アクセス参照 番号 一 …一受信 に成 功 したUNBセ グメ ン トの0020交 換 コントロール参 照番 号(文 字14byte-Max)を セ ッ ト

す る。

③ そ の他の項 目は、3-2を 参照

(4)UNTセ グ メン ト3-3-1を 参 照

(5)UNZセ グ メ ン ト3-4を 参 照
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4-3ゼ ロ件 メ ッ セ ー ジ の 構 造

ゼ ロ件 メ ッセ ー ジは 、 図2-22に 示 す よ う に 、TYPE12に っ い て は 、 メ ッセ ー ジ の な い(0件)メ ッセージグループ・ヘッダーと メッセージグ

ループ・トレ ラの 対 で あ り、TYPE-Eに っ い て は 、UNA,UNBお よ びUNZセ グ メ ン トだ け で 構 成 さ れ る電 文(UNH,UNT

セ グ メ ン トの 対 が0件)で あ る。

TYPEl2ゼ ロ件 メッセージ メッセージゲループ・ヘッダー メッセージグループ・トレーラ

TYPE-Eゼ ロ件 メッセージ UNA UNB ㎞

図2-22ゼ ロ件 メ ッセー ジの構造

TYPE12の ゼ ロ件 メ ッセーージで は、 メ ッセー ジグルー プ ・ヘ ッダー及 び メ ッセ ー ジグルー プ ・ トレー ラの 中 の トー タル項 目

No.を、す べて ブラ ンク(・X`20')と してハ ッシュ ・ トータル ・チ ェ ックを バ イパ ス し、 さ らに、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・トレーラの

中の 最終 シーケ ンス番号 を ゼ ロ(メ ッセ ー ジ無)と す る。

TYPE-Eの ゼ ロ件 メ ッセ ー ジで は、UNZセ グ メ ン トの中 の交換 コ ン トロール ・カ ウ ン トは、ゼ ロ(メ ッセ ー ジ無)と す る。
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皿 トラ ンス レー ターの 概 要

トラ ンス レーターの仕様 は暫定仕様 で あ る





1.モ デ ル ・トラ ンス レータ ー

トランス レー ターは、EDIシ ステム にと って 、最 も重要 な要素 で あ る。CIIシ ンタ ックスルー ルの大 きな特 徴の一 つ は、 ト

ラ ンス レー ター をあ らか じめ考 慮 して 設計 されて い る ことで 、本 シンタ ッ クスルールが 期待す る トラ ンス レー ターの 構造 や機能 が

あ らか じめ決 め られて い る。 この標 準 トラ ンス レー ターを、rモ デル ・トラ ンス レー ター』 と呼ぶ 。

トラ ンス レー ターの 仕様 を標 準 化す る場合 に、最 も困難 な事 項 は、一般 的 なAPI(7rtJケ ーション・インタフ:一ス)の 標 準 化で あ る。A

PIは 、ユ ーザ ーの コ ン ピュー タ ・システム の構 成 やEDIシ ステ ムの構 成 に応 じて様 々な形態 が あ り、通常 、 汎用 的な仕 様を定

義 す る ことは難 しい。 そ こで 、業 務処 理 システム とのデ ー タの受 渡 しをす べて フ ァイルで 行 い、 トラ ンス レー ターへ の起 動/停 止

などの指 令(コ マ ン ド)を 手 動で 与 え る、実質 的 にAPIの な い トラ ンス レー ター を設定す る。 この 種の トラ ンス レータ ーは、実

用 的で はな いが 、 トラ ンス レー タ ー本 来 の機能 はすべ て備 えて お り、 ユ ーザ ー環 境 に応 じた改造(APIの 変 更)を 行 うことで、

実 用的 な トラ ンス レー ター にな る。従 って、標準 トラ ンス レー ター と して機 能評 価を 行 う上 で、 価値 あ る もの で あ る。 これが 、モ

デ ル ・トラ ンス レータ ーの実 態で あ る。

モデ ル ・ トラ ンス レーター は、 コ ン ピュー タの機 種 に よ らず、 同一の機 能 を保 持す る。 しか しなが ら、 メ ンフ レーム に実装 され

る トラ ンス レー ター とパ ー ソナル ・コ ン ピュー タ(パ ソ コ ン)に 実 装 され る トラ ンス レー ター とが 、同一 の性 能/機 能を保 持す る

とい うわ けに はいかな い。 そ こで 、EDI本 来の 目的で あ るデー タ交換 に問題 が生 じない範囲 で、 パ ソ コ ン用 トラ ンス レー ターで

は、機 能の簡 略 化が行 われ る。

従 って、モ デル ・ トラ ンス レー ター は、4種 存在 す る。 す なわ ち、

① メ ンフ レーム用 モ デル ・トラ ンス レータ ー

a.デ ー タ送信 用SmartTRanSlator .forEncodingstandardformat(STRSEMA)

b.デ ー タ受信用SmartTRanSlatorforDecodingstandardformat(STRSDMA)

② パ ソコ ン用 モ デル ・トラ ンス レー ター

a,デ ー タ送 信 用SmartTRanSlatorforEncodingstandardformat(STRSEPA)

b.デ ー タ受 信用SmartTRanSlatorforDecodingstandardfor皿at(STRSDPA)

で ある。

2.モ デル ・トラ ンス レー ターの 基 本構成

以下 の説明 は、す べて 、 メ ンフ レー ム用モ デル ・トラ ンス レー ターにつ いて 、行 う。

2-1送 信用 トラ ンス レーター(STRSEMA)の 構成

図3-1に 、送 信用 トラ ンス レー ターの構 成 を示す。 以下 に、 各 フ ァイル の概要 について 、説明 す る。
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図3-1送 信 用 トラ ンス レータ ーの構成

(1)INPFI『LE(InputPrivateFormatFile)

ユ ーザ ー ・フ ォー マ ッ ト(固 定)の 送 信 デー タを収 容 した シー ケ ンシャル編 成 の フ ァイルで 、1レ コー ドに1メ ッセ ー ジ分(

1ト ラ ンザ ク シ ョン分)の すべ ての デー タが 収容 されて い る もの とす る。最大4000byteの 固 定長 か可 変長 の レコー ドで構成 され

る フ ァイル とす る。 この フ ァイル は、 トラ ンス レー ターの実 行中 に ダイナ ミック ・ア サ イ ンの フ ァイル であ り、実 フ ァイル名(

ボ リュー ム名)は 、TPCTLFLフ ァイルの 中の 外部 フ ァイル名 パ ラ メータで 、与 え られ る。

尚、処 理 終了後 は、ダ イナ ミック ・デ ィアサ イ ンされ る。

(2)ACKFILE(AcknowledgeFile)

送信 すべ き受信 確 認 メ ッセ ー ジが収 容 されて い る最大4000byteレ コード長の可 変長 か、251byteロ ード長 の 固定 長 フ ァイルであ る。

(3)OTSFILE(OutputStandardFormatFile)

送信 用 のデ ー タが 出力 され る シー ケ ンシ ャル編 成 の フ ァイルで 、下 記の属 性 とす る。

①TYPE12通 常 モー ドの出 力 フ ァイル 最大4000byteの レコー ド長の 可変 長 フ ァイル
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②TYPE12分 割 モ ー ドの 出力 フ ァイル251byteの レコー ド長の 固定長 フ ァイル

③TYPE-Eの 出力 フ ァイル 最 大4000byteの レコー ド長 の可 変長 フ ァイル

(4)EROUTFL(ErrorDataOutputFile)

最 大4000byteの 固 定長 か可 変長 レコー ドのシーケンシャル・ファイルで、変 換過 程で エ ラーが 発生 した入力 レコー ドを 、その ま ま出力 す る。

(5)SYSIN

トラ ンス レーター に起動 の指 示 と、オ プ シ ョン ・パ ラ メータ を与え るフ ァイルで あ る。 オ プ シ ョ ンを、以 下 に示す 。

①TYPEオ プ シ ョン 出 力 フ ォー マ ッ トのTYPEを 決定 す る。省 略 は、rTYPE12』 を意味 す る。

② 運用 モ ー ド ・オプ シ ョ ン …一・テ ス ト電 文の時 、指 定す る。 省略 は、r通 常 電文 』 を意味 す る。

③BPID機 関 オプ ショ ン シ ンタ ックスルール制 定機 関 を指定 す る。省 略 は、rCII100』 を意味 す る。

④ 文 字 コード変換 オプ シ ョ ン ・…文字 コー ドを変換 しな い時 、指 定す る。 省略 は、rJIS-XO201,XO208』 への変 換 を意味 す る。

縷 きL㌻ 一 ー ーー 一助
(6)TPCTLFL(TranslationProcessControlFile)

250byte固 定 長 レコー ドの シーケ ンシャル編成 の フ ァイ ルで、1レ コー ドで1メ ッセ ー ジグル ー プの生成 を、 コ ン トロール す

る。以 下 に示す パ ラメー タがあ る。

①BPIDサ ブ機 関,版 ヘ ッダ ーにセ ッ トされ る。 省略 不可 であ る。

② 情 報 区分 ヘ ッダ ーにセ ッ トされ る。 省略不 可 であ る。

1竃㌻Lき 三1,㌻ ㌔ 二}一
⑥ 受信 者 コー ド項 目No.対 応 す るSMCVTFL上 で 、受信 者 コー ドと同一 の値 が入 って い る項 目No.を指 定す る。 省

略不 可。

⑦ トー タル項 目No.1,2-一 ーー一 十 タル・チェック用項 目No.を指定 す る。省 略 は、ブランク(チェック無)を 意 味す る。TYPE-Eで は、

無 視 され る。

⑧ 外 部 フ ァイル名 入 力 フ ァイル をダ イナ ミック ・アサ イ ンす るため に必 要な フ ァイル 名で あ る。 省略 不 可で あ

る。

⑨ 処理 件数 オ プ シ ョン このメッセージグループ に含め る メッセージ件数 を指 定す る。 省 略時 は、 フ ァイ ルのENDま で を意味 す

る。 有限 の件 数を指 定 し、指定 の件 数を カ ウ ン トす る前 に フ ァイルENDに な った場 合 、そ

の時 点で終 わ る。件 数 と して、 ゼ ロを指定 す るとゼ ロ件 メ ッセー ジの作 成指定 にな る。
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⑩ 交 換コントロール参 照番 号 任意 の文字 列(Max14文 字)と す る。TYPE-Eの 時 のみ有 効で あ る。

⑪ 受信 確認要 求 要 求す る時 は 、r1』 をセ ッ トす る。 それ以 外(省 略 を 含む)の 時 、要求 無 にな る。TYP

E-Eの 時 のみ 有効 で あ る。

⑫ 作成 日付時 刻 オプ シ ョン …省 略 は、処理 開始 時 刻 にな る。

(7)CHCVTFL(CharacterCodeConversionTableFile)

文 字 コー ド変 換用 テ ーブルが 収容 され て いる260byte固 定長 レコー ドの シーケ ンシ ャル編 成 の フ ァイル であ る。

(8)SMCVTFL(StandardMessageConversionTabieFile)

標 準 メ ッセ ー ジと ロー カル ・フ ォーマ ッ トとの関 係 を示す テ ーブル が収 容 されて い る フ ァイル で、Max4000byteの 可変 長 レコ

ー ドのインデックス・シーケンシャル編 成 か ラ ンダ ム編成 の フ ァイル であ る
。 ア クセ ス ・キー は、12桁 の文勢llで あ る(通 常 、rSM管 理 機 関

+サ ブ機関+情 報 区分 コー ド+版 』)。

(9)SYSOUT

トラ ンス レー ターの実 行結果 を 出力す る。

OO)CHqVTSL(CharacterCodeConversionTableSource)

文 字 コー ド変 換用 テ ーブル(CHCVTFL)を 作 るための ソース ・フ ァイル で、パ ソ コンの ス ク リー ン ・エ デ ィターか ら出

力 され るMSDOSフ ァイルで あ る。CHCVTCL(CharacterCodeConversionTableCompailer)で 処 理 され 、CHCVT

FLが 生 成 され る。

⑪SMCVTSL(StandardMessageConversionTableSource)

SMCVTFLを 作 るための ソー ス ・フ ァイル で、パ ソコ ンの ス ク リー ン ・エ デ ィターか ら出 力 され るMSDOSフ ァイルで

あ る。SMCVTCL(StandardMessageConversionTableCompailer)で 処理 され、SMCVTFLが 生 成 され る。

2-2送 信 用 トラ ンス レータ ー(STRSEMA)の 動 作概 要

(1)初 期処 理

SYSINか ら実 行パ ラ メー タを受 け取 って起 動 したSTRSEMAは 、 最初 に、r文 字 コー ド変換 オ プ シ ョン』 の指示 に従

って、CHCVTFLか ら文字 コー ド変換 テー ブル を読み込 む。

(2)メ ッセー ジグル ープ作成 準備

PCCTLFLか ら、第 一 レコー ドを読 み込 み 、 この レコー ドに指 定 され て い るオ プ シ ョンに従 って 、以下 の ことを行 う。

①INPFILEの ダイナ ミック ・アサ イ ンとオ ー プ ン

②SMCVTFLか らのSMテ ーブ ルの読 み込 み(ア クセス・キー は、通 常 、rSM管 理機 関+サ ブ機 関+情 報 区分 コ ー ド+版 』)。

③SMテ ー ブルの検 査

も し、 拡張 モ ー ドが必 要で あれ ば、ヘ ッダー の拡 張モ ー ドをrE』 と し、必 要な けれ ば、rS』 とす る。
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④TYPEに 応 じた メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ーダ ー ・レコー ド(TYPE-Eの 時 は、UNAとUNBセ グ メン ト)の 作 成

⑤ 文字 コー ドの 変換 と、OTSFILEへ の書 き込 み。(TYPE-Eの 時 、UNAとUNBセ グメ ン トは、同一 レコー ドに

な る。)

㈲ メ ッセー ジの作成

INPFILEか ら、1レ コー ドを 読み込 み 、以下 を行 う。

① 情報 区分 と受信 者の チ ェ ック

PCCTLFLの オプ シ ョ ンで 与 え られ た値 と、INPFILEか ら、読 み込 んだ レコー ド上 の値が 、一致 す るか ど うか チ

ェ ックす る。

② メ ッセー ジの カ ウ ン ト

③ 縮小 モー ドを 、初期 セ ッ トす る。

④SMテ ー ブル に従 って、 メ ッセー ジを組 み立 て る。 この 時、以下 を検 出 した ら、拡 張モ ー ドをセ ッ トす る。

・240以 上の項 目Noの 検 出

・ 明示 的 マル チ明細(明 細 番号 付 きマ ルチ明細)の 検 出

⑤ トー タル ・チ ェ ック値の計 算

⑥ 文字 コー ドの変 換

(4)メ ッセ ー ジの 書 き込み

正 常 に メ ッセ ー ジが作成 で きれ ば、OTSFILEに 書 き込む。TYPE12の 分割 モー ドの時 は、 レコー ド分割 して書 き込

む。 エ ラーが あ る時 は、入 力 レコー ドを、 その ま ま、EROUTFLに 書 き込 む。

(5)END判 定 と メ ッセ ー ジグル ープ ・トレー ラ ・レコー ドの 作成

PCCTLFLの オ プ シ ョンに従 って、END判 定 を行 い、 メ ッセー ジ グルー プ ・トレー ラ ・レコー ドを作 成 し、文 字 コー ド

の変 換を 行 って 、OTSFILEに 書 き込 む。(TYPE3で は、UNZセ グ メ ン トとな る。)

(6)INPFILEの クロー ズ とダイナ ミック ・デ ィアサ イ ン

(7)PCCTLFLのEND判 定

PCCTLFLのEND判 定 を行 う(フ ァイルENDの 検 出)。L処 理続 行で あれ ば、(2ト{6)を 繰 り返 す。

(8)受 信確 認 メ ッセ ー ジの付 け込 み

PCCTLFLのEND(メ ッセ ー ジグルー プの作成 完了)で あれば、ACKFILE(受 信確 認 メ ッセ ー ジ)の 内容 をOT

SFILEヘ コ ピーす る。 この時 、ACKFILE内 の受信 確認 メッセ ー ジのTYPEとSYSINの パ ラ メータで指 定 され た

TYPEと が合 致す る場 合の み、 コ ピー処 理 を行 う。

(9)最 終処 理

処 理実 行 レポ ー トをSYSOUTへ 出力 し、処 理 を完了 す る。
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Ir・CHCVTCLとSMCVTCLの 動 作概 要

(DCHCVTCLの 動 作概 要

CHCVTCLは 、`O'～`F'ま で の文字 で 作成 され た文字 コー ド変換 テ ー ブル(CHCVTSL)を 、バ イナ リー形 式

に変 換す るツールで あ る。

(2)SMCVTCLの 動 作概 要

SMCVTCLは 、数字 と記 号 で作成 された標 準 メ ッセー ジ ・テー ブル(SMCVTSL)を バ イナ リー形 式 に変換 す る ツー

ルで あ る。 この 時、以 下の よ うな処理 が行 われ る。

マル チ明細 内のデ ータエ レメ ン トを除 い たデ ー タエ レメ ン ト(単 独 項 目)を 項 目No.で昇 順 に ソー トす る。 そ して 、マ ル チ明細

は、 標準 メ ッセー ジの最 後へ移 動 す る。 この 結果 、SMCVTFL内 で は、先 ず、 単独項 目が 項 目NoJ順に並 び、 その後 に マル チ

明細 が続 く形 にな る。項 目No.239以 下 の単 独項 目は、常 に縮小 モ ー ドで メ ッセー ジが作成 され る ことにな り、 メ ッセ ー ジ長 の

短 縮 に役立 っ。

2-4受 信用 トラ ンス レータ ー(STRSDMA) .の構成

図3-2に 、受 信用 トラ ンス レー ターの構 成 を示す 。以 下 に、各 ファイルの概 要 に っいて 、説 明す る。
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図3-2受 信 用 トラ ンス レー ターの構 成
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(1)INSFILE(lnputS垣ndardFormatFile)

受 信 した デ ー タが 格 納 され て い る シー ケ ン シ ャ ル 編 成 の フ ァ イ ル で 、 最 大4000byteの レ コ ー ド長 の 可 変 長 フ ァ イ ル と す る。

(2)ACKRVFL(PreviousSendingAcknowledgeFile)

送f言 済 メ ッ セ ー ジの 受 信 確 認 メ ッセ ー ジを 格 納 す る'251byteレ コード長 の 固 定 長 フ ァ イ ル で あ る。 『

(3)ACKRVFT(PreviousSendingAcknowledgeFileForTest) ,'一

テ ス ト用 送 信 済 メ ッセ ー ジの 受 信 確 認 メ ッセ ー ジを 格 納 す るACKRVFLと 同 一 形 式 の フ ァ イ ル で あ る。

(4)ACKFILE(AcknowledgeFile).:・ ・

受 信 メ ッセ ー ジ か ら作 成 した 受 信 確 認 メ ッセ ー ジを 格 納 す る251byteレ]一 ド長 の 固 定 長 フ ァイ ル で あ る。

(5)ACKFILT(AcknowledgeFileForTest)・ ・t-t・.tt、.∵, 、 、 ・tt-t..:.

テ ス ト用 の 受 信 確 認 メ ッセ ー ジ を格 納 す るACKFILEと 同 一形 式 の フ ァイ ル で あ る。

(6)OTPFILE',〈OutputPrivateFormatFile)、 ..;ゴ.J:、.、...・/'

ユ ーザ ー ・フ ォ ー マ ッ ト(固 定)の 受 信 デ ー タ を 格 納 す る シ ー ケ ン シ ャ ル 編 成 の フ ァ イル で 、.1レ7ー ドに1メ ッセ ー ジ分(

1ト ラ ンザ ク シ ョ ン分)の す べ て の デ ー タ が 収 容 で き る もの とす る。 最 大4000byteの 固 定 長 か 可 変 長 の レ コ ー ・ドで 構 成 され る フ

ァ イ ル と す る。 .、1・':一'=・tt-'『-"ttL

(7)OTPFILT(OutputPrivateFormatFileForTest)一

テ ス ト用 の ユ ー ザ ー ・フ ォ ー マ ッ ト(固 定)の 受 信 デ ー タを 格 納 す るOTPFILEと 同 一 形 式 の フ ァ イ ル で あ る。

(8)EROUTFL(ErrorDataOutputFile)..

最 大4000byteの 固 定 長 か 可 変 長 レ コー ドの シーケンシャル・ファイルで 、 変 換 過 程 で エ ラ ー が 発 生 した 受 信 メ ー セ ー ジ を.'TYPElかT

YPE .3の 形 で 出 力 す る 。

(9)EROUTFT(ErrorDataOutputFileForTest)

テ ス ト用 の エ ラ ー 入 力 デ ー タ.出力 フ ァイ ル で 、EROUTFLと 同 一 形 式 の フ ァイ ル で あ る。

GO)SYSIN

トラ ン ス レー タ ー に起 動 の 指 示 と 、 オ プ シ ョ ン ・パ ラ メ ー タ を 与 え るフ ァ イ ル で あ る。 オ プ シ ョ ンを 、 以 下 に 示 す 。

① シンタックスIDオ プション シ ンタ ッ クス ノレー ル 制 定 機 関 を 指 定 す る。 ヘ ッダ ー と の チ ェ ッ ク用 に 用 い る 。 省 略 は 、 『C

II.100』 を 意 味 す る。

② 受 信 セ ン タ ー コ ー ド ヘ ッダ ー と の チ ェ ッ ク用 に 用 い る 。 省 略 は 、 無 チ ェ ッ クを 意 味 す る。

③ 文 字 コード変 換 オ プ シ ョ ン ・… ・文 字 コー ド変 換 を しな い 時 、 指 定 す る 。 省 略 は、rJIS-XO201,XO208』 か らの 変 換 を意 味 す

る。

④ 受 信 確 認 作 成 オ プ シ ョ ン ・一… 受 信 確 認 メ ッセ ー ジを 作 成 す る時 指 定 す る。 省 略 は 、 作 成 無 しと す る 。
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⑤ サ イズエ ラー オプ シ ョン ・一ー一・サ イズエ ラー の時 、 サ イズエ ラー(TRSPRTN)特 別処理 を コールす るか 、無視 す るか

を指 定す る。'省略 す る と、 サ イズエ ラー をエ ラー処理 ど し、'EROUTFLヘ メ ッセー ジを

書 き出す。 ・ 噛.「 ∵'∵

Ol)CHCVTFL,CHCV↑SL,SMCVTFL,"SMC.VTSLtt.':tt'f

送 信用 トラ ンス レー ター(STRSEMA)の フ ァイル と同一 で あ る(10-・'2-=1参 照)・ 』

02)SYSOUT-・tt.:'='-tt・"=

STRSDMAの 実 行結果 を出 力す る。t・t

2-5受 信 用 トラ ンス レータ ー(STRSDMA)の 動作 概要"』tt・.:"

(1)初 期 処理 ・ ….』'.、:'1

SYSINか ら実 行パ ラメー タを受 け取 って起 動 したSTRSDMAは 、最初 に 、r文 字 コー ド変換 オ プ シ'bン9め 指示 に従

って 、CHCVTFLか ら文 字 コー ド変換 テ ーブ ルを読 み込 む。:・

、② ヘ ッダーの読 み込 み と各種 チ ェ ック ー ・.

INSFILEか ら1レ コー ド(ヘ ッダー)を 読 み 込 み、下 記の 処理 とチ ェ ックを行 う。

① 処 理完 了の チ ュ ック

② 文 字 コー ドの変換 ・ 』い ・ ・ 　

③TYPEの 判定(TYPE12,TYPE-Eの どれか)

`

④,シ ンタ ックス制定 機 関 と受信 セ ンター コー ドの チ ェ'・ソク

⑤ 受 信確 認 メ ッセー ジの判定(受 信 確認 メ ッセ ー ジは、文 字 コー ドの変換 を行 って 、ACKRVF・LかACKRVFT(テ ス

ト ・モ ー ドの 時)へ 書 き込 み。

⑥SMCVTFLか らのSMテ ーブルの読 み込 み(ア クセス ・キ ーは、rSM管 理機 関+サ ブ機 関+情 報区 分 コー ド+版 』)。

(3)メ ッセ ー ジグル ープ変換 準 備

①SMテ ー ブルの指 示 に従 った、 出力エ リアの ク リアー

②INSFILEか ら1レ コー ドを読み込 み 、END判 定 とゼ ロ件 メ ッセー ジの判 定 を行 う。

③ トレー ラー(END)の 時 、 トー タル ・チ ェ ック(ト ー タル ・チ ェ ック有 の時)。 さ らに、受 信確 認 メ ッセ ー ジの作成 と、

ACKFILEかACKFILT(テ ス ト・モ ー ドの時)へ の 書 き込 み。 この書 き込 み にお け る文字 コー ドは、 ロー カル ・コ

ー ドで あ る。

(4)メ ッセー ジの変換

①SMテ ーブル の指 示 に従 った、 フ ォーマ ッ トの変換(文 字 コー ドの変換 を含む)。

② サ イズエ ラ ー発 生時 のサ イズ エラ ー ・オ プ シ ョン(SYSINで 指定)に 従 った処 理。
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③OUPFILE(テ ス トモ ー ドの時 、OUPFILT)へ の書 き込 み(変 換成 功の 時)。'ま たは、EROUTFL(テ ス ト

モ ー ドの 時OUPFILT)へ の 書 き込み(エ ラー発生 時)。tt、 ・t

㈲ 繰 り返 し処理 ・・.』

メ ッセ ー ジグルー プが続 く限 り、(3),(4)あ るいは(2)からの繰 り返 し処理。' .1-

(6)'最 終 処理

処理 実行 レポー トをSYSOUTへ 出 力 し、処理 を完了 す る。'・

2-6CHCVTCLとSMCV,TCLの 動 作概 要

2-3を 参照

よ.'

2-7TRSPRTN(ＴranslatorSpecia1Routine)

SYSINの パ ラ メー タの指 定 に よ り、 サ イズエ ラーが発 生 した時 コ三ル され るユ ーザ ー ・コーデ ィングの特殊 プロセ スで 、 こ

れ を用 い るこ とで、 例外 的 に発 生す る長大 デー タを 自動処理 で きる。 ・一..

3.文 字 コ ー ドにつ いて':

バ イナ リー ・デ ー タが あ る時 は、文 字 コー ドの変換 が行 われ る と値が失 われ る可 能性 が あ る。 この よ うな時 は、SMテ ー ブル上

の該 当項 目に、文字 コー ド変換 のバ イパ スを指定 すれ ば よい。 トラ ンス レー タ占 は、 当該項 目にっ いて だ け、文字 コー ド変換 を実

施 しな い。,

また、送信者と受信者のローカル協定により、文字コード変換を全面的に行わないことも可能であるが、推奨できない。

TYPE-Eで 用 い るデ リ ミター(X`FC'～X`FF')に っいて は、 ロー カル ・コー ドにっ いて も同一 の値 で なけれ ばな らない。

文字 コー ド変換 テー ブル を作 る時 、注 意 しな ければ な らな い。

さ らに、漢字 コー ドにっ いて は、送 信者 と受信 者 の ローカル協定 に よ り、外 字 を設 定す る こと も可能 で あ るが 、文字 コー ド変換

テーブルの作成に十分注意する必要があり、パソコン対応などを考慮すると、推奨できない。
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4. モ■:Jkrト ラ ンス レータTの 機能 の ま とめ ・.t.

U)送 信用 トラ ンス レー ターt.、,

① 各種 パ ラ メー タに よる多様 な処理 ・・,

② オプ ション設 定に よ り、TYPE12,TYPE-Eの 、す べての 形式 の メ ッセー ジを作 成で きる。

③ 縮 小モ ー ドと拡 張 モー ドの 自動設 定(SMテ ー ブル をEIAJ用 に設定(240以 上 の項 目Noが な く、明細 番号 付 きマ ルチ

明細 が ない)す る ことで 、EIAJ標 準 と同一 の メ ッセー ジが 作成 で きる)。. 、 』 ・'1・:'

④ 文 字 コー ド変 換機能

⑤ 処 理 可能な最 大 メ ッセー ジ長 は4000byteで 、処 理可 能 な1項 目当た りの 最大 デ ー タ長 は1000byteで あ る。t・t、

⑥ 処 理可 能な1メ ッセー ジ当た りの最 大項 目数 は 、200項 目であ る。

⑦ 処 理 可能な1メ ッセー ジ当た りの マル チ明細 数 は、最 大9明 細で あ る。

② 受信 用 トラ ンス レー ター. ,.・ ・.'.

①TYPE・12,TYPE-・Eの 、す べて の形 式の メ ッセ ー ジを解 析で きる。

② 文 字 コー ド変換機能 ・ …

③ 処 理 可能 な最 大 メ ッセ ー ジ長 は4000byteで 、 処理 可能 な1項 目当た りの最 大 デー タ長 は1000byteで あ る。

④ 処 理可 能な1メ ッセー ジ当た りの最 大項 目数 は、200項 目であ る。

⑤ 処 理 可能な1メ ッセー ジ当た りの マル チ明細 数 は、最 大9明 細 であ る。

⑥ オ プ シ ョン設 定 によ り、受 信確 認電文 を 自動 作成 で きる。

⑦ テス ト電文 を、分離 で きる。

⑧ サ イズエ ラー特別処 理機能 パ ・、
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